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・タイヤロックを導入します　　･･･p. ３・タイヤロックを導入します　　･･･p. ３

・農政課からのお知らせ　　　　･･･p.12 ～ 15・農政課からのお知らせ　　　　･･･p.12 ～ 15

・市内の出来事　　　　　　　　･･･p.16 ～ 19・市内の出来事　　　　　　　　･･･p.16 ～ 19

平成20年　如月

2
No.23

つくばみらい広
報

２月１日現在人口・世帯数（前月比）　
総人口42,928人（＋51）　男21,472人（＋18）　女21,456人（＋33）・世帯数14,543世帯（＋39）

★市内に残る民俗芸能★市内に残る民俗芸能
　「西丸山祈祷（きとう）ばやし」　「西丸山祈祷（きとう）ばやし」

　１月13日、西丸山地区において、無病息災を祈願する県無形民
俗文化財「西丸山祈祷ばやし」が行われました。水害にあい、疫
病が流行したことから江戸初期にはじめられたと伝わる行事です。
　おはやし一行は、米俵３俵と大小の太鼓を載せた大八車で同地
区の家々を一軒一軒まわりながら祈祷しました。
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去
る
2
月
3
日
に
行
わ
れ
た
つ
く
ば
み

ら
い
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
・
開

票
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市
議
会
議
員
一
般
選
挙

市
議
会
議
員
一
般
選
挙

投
・
開
票
結
果

投
・
開
票
結
果

新議員20人が決定!!

投 票 区 名 選挙当日の有権者数 投 票 者 数 投票率（％）男 女 計 男 女 計
小 張 　 投 票 区 1,492 1,470 2,962 582 560 1,142 38.56
豊 　 投 票 区 1,062 1,091 2,153 573 569 1,142 53.04
谷井田第１　投票区 1,829 1,902 3,731 806 851 1,657 44.41
谷井田第２　投票区 420 447 867 205 216 421 48.56
谷井田第３　投票区 603 601 1,204 261 259 520 43.19
三 島 　 投 票 区 1,008 1,016 2,024 604 604 1,208 59.68
東 　 投 票 区 530 548 1,078 366 349 715 66.33
板 橋 第１　投票区 889 872 1,761 390 386 776 44.07
板 橋 第２　投票区 872 852 1,724 435 432 867 50.29
板 橋 第３　投票区 1,856 1,890 3,746 691 718 1,409 37.61
小 絹 第１　投票区 1,420 1,412 2,832 653 656 1,309 46.22
小 絹 第２　投票区 1,385 1,370 2,755 503 538 1,041 37.79
小 絹 第３　投票区 825 783 1,608 410 390 800 49.75
谷 原 第１　投票区 577 658 1,235 385 428 813 65.83
谷 原 第２　投票区 329 339 668 201 210 411 61.53
谷 原 第３　投票区 694 669 1,363 217 225 442 32.43
十 和 第１　投票区 432 464 896 268 264 532 59.38
十 和 第２　投票区 282 311 593 174 199 373 62.90
福 岡 　 投 票 区 737 766 1,503 486 463 949 63.14
期 日 前 投 票 合 計 ー ー ー 1,173 1,535 2,708 7.80

合 計 17,242 17,461 34,703 9,383 9,852 19,235 55.43

得票数 氏 名(敬称略) 年齢 党派名

当 1,319.591 坂
さか

　　 洋
ひろし

58 公 明 党 新

当 1,098 染
そめ

谷
や

　 礼
れい

子
こ

55 公 明 党 現

当 1,073 川
かわ

上
かみ

　 文
ふみ

子
こ

61 日本共産党 現

当 1,066 岡
おか

田
だ

　 伊
よし

生
お

55 無 所 属 現

当 1,018 倉
くら

持
もち

　 悦
よし

典
のり

64 無 所 属 現

当    985.346 中
なか

山
やま

　　 平
たいら

70 無 所 属 現

当    946 直
なお

井
い

　 誠
せい

巳
み

60 無 所 属 現

当    910.408 海
え

老
び

原
はら

   弘
ひろし

63 無 所 属 現

当    863 廣
ひろ

瀬
せ

　　 満
みつる

67 無 所 属 現

当    857.653 中
なか

山
やま

　 栄
えい

一
いち

57 無 所 属 現

当    843 神
かん

立
だつ

　 精
せい

之
じ

67 無 所 属 現

当    817 豊
とよ

島
しま

　　 葵
まもる

61 無 所 属 現

当    785 秋
あき

田
た

　 政
まさ

夫
お

58 無 所 属 新

当    770 古
ふる

川
かわ

 よし枝
え

56 日本共産党 現

当    681 山
やま

崎
ざき

　 貞
さだ

美
み

65 無 所 属 現

当    679 横
よこ

張
ばり

　 光
みつ

男
お

62 無 所 属 現

当    674 今
いま

川
がわ

　 英
ひで

明
あき

59 無 所 属 現

当    603 高
たか

木
ぎ

　 寛
ひろ

房
ふさ

49 無 所 属 現

当    593 松
まつ

本
もと

　 和
かず

男
お

60 無 所 属 現

当    567  堤
つつみ

     實
みのる

70 無 所 属 現

次    530 古
ふる

舘
だて

 千
ち

恵
え

子
こ

60 民 主 党 現

落    519 鴻
こう

巣
のす

　 早
さな

苗
え

54 無 所 属 現

落    504 飯
いい

泉
ずみ

　 静
しず

男
お

66 無 所 属 現

落    355 安
あん

藤
どう

　 幸
さち

子
こ

69 無 所 属 現

・投票者数　19,235人
　(うち期日前投票2,708人)
・投票率　　55.43％
　(うち期日前投票7.80％ )

有効投票           19,056.998                    無効票    178                      按分切捨票         0.002
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市
で
は
、
税
負
担
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、
市
税
な
ど
の
滞
納
に

対
し
て
は
差
押
え
や
公
売
な
ど
を
行
い
、
滞
納
額
を
減
ら
す
努
力
を
し
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
、
文
書
や
電
話
な
ど
に
よ
る
再
三

の
催
告
に
も
か
か
わ
ら
ず
市
税
な
ど
を
納
付
さ
れ
な
い
滞
納
者
に
対
し
、

今
回
新
た
に
「
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
（
車
輪
止
め
）」
を
導
入
し
ま
す
。

○
対
象
者

　

再
三
の
催
告
に
応
じ
な
い
市
税
・

国
民
健
康
保
険
税
滞
納
者
（
個
人
お

よ
び
法
人
） 

○
取
り
組
み
概
要 

　

自
動
車
な
ど
を
所
有
し
て
い
る
滞

納
者
に
対
し
、差
押
予
告
書
を
発
し
、

納
税
が
無
い
場
合
、
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク

を
用
い
て
、
自
動
車
な
ど
の
差
押
え

を
行
い
ま
す
。

※
「
自
動
車
な
ど
」
は
、
自
動
車
、

　

軽
自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
を

　

指
し
ま
す
。

○
目
的 

　

所
有
す
る
自
動
車
な
ど
を
差
し
押

さ
え
、
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
を
装
着
し
運

行
不
能
状
態
と
し
、
そ
れ
で
も
納
税

さ
れ
な
い
場
合
は
自
動
車
な
ど
を
引

揚
げ
て
公
売
し
ま
す
。

　

タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
を
装
着
し
た
自
動

車
な
ど
を
隠
ぺ
い
、
損
壊
な
ど
し
た

場
合
地
方
税
法
第
３
８
２
条
（
滞
納

処
分
の
罪
）
ほ
か
、刑
法
第
96
条
（
封

印
破
棄
の
罪
）、
刑
法
第
２
５
２
条

第
2
項
（
横
領
の
罪
）
に
よ
り
処
罰

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　　

納
付
が
困
難
な
事
情
な
ど
が
あ
る

場
合
は
、
伊
奈
庁
舎
税
務
課
収
納
対

策
室
ま
で
お
早
め
に
ご
連
絡
い
た
だ

き
、
納
税
の
計
画
を
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

市税徴収強化のさらなる取り組みについて市税徴収強化のさらなる取り組みについて

　「自動車差押　「自動車差押タイヤロックタイヤロック方式」を導入方式」を導入　　

市ではタイヤロックのほか、次のような差押えを実施しています！！市ではタイヤロックのほか、次のような差押えを実施しています！！

●不動産差押
　不動産の登記簿に「差押」を記載し財産を処分することを禁止して、将来の競売な

どによって換金できる状態にします。

●預金差押
　銀行・農協・郵便局などの金融機関に照会を行い、預金（貯金）を差し押えて徴収

します。原則として即時徴収となります。

●給与差押
　勤務先に給与の支払いなどの照会を行い差し押えた後、毎月雇用主から徴収します。

●生命保険差押
　生命保険を差し押え後解約し、生命保険会社から解約返戻金を徴収します。

☆平成19年度の差押実績☆

　　　　　　　　（１月31日現在）

差押物件 件　数

不 動 産 ９２

給 与 ６

預 金 ３６８

生 命 保 険 ２０

国 税 還 付 金 ３２

自動車税還付金 ３１

自 動 車 登 録 ２

出 資 金 ６

売 掛 金 １

◆問い合わせ先
　伊奈庁舎税務課収納対策室　
　☎58－2111（内線1141 ～ 1144）

●その他
　国税還付金・自動車税還付金・自動

車登録・出資金・売掛金などの差押え

を実施しています。
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　日ごろは、コミュニティバス「みらい号」をご利用いただきましてありがとうございます。

　コミュニティバスみらい号の利用実績を報告します。

　平成19年10月１日に運行を開始してから12月28日までの３か月間で、総乗車人数は８，２５５人、１日平均乗車人数は

１０７．２人という結果になりました。

　各運行コースの利用状況は次のとおりです。

◆利用実績（運行期間：平成19年10月１日～ 12月28日）
月

（運行日数）
10月
（27）

11月
（26）

12月
（24）

１日平均
乗車人数

主な経由地
いずれのコースもみらい平駅を発着

東ルート 　１，１６２ 　１，０９２ 　    ９１４ 　  ４１．２   狸穴→きらくやまふれあいの丘→伊奈東

 西ルート 　　  ３６６          ３５４         ２６３ 　  １２．８   谷和原庁舎→青木→小絹駅→西ノ台

南ルート     １，４９７     １，２１７    １，１４１       ５０．０   小張→ワープステーション江戸→伊奈庁舎

北ルート           １１８              ７６              ５５            ３．２   福岡堰さくら公園→谷和原庁舎

計     ３，１４３     ２，７３９     ２，３７３    １０７．２

　今後も利用状況などを踏まえ、市民の皆様の利用しやすいバスに見直しをしていきたいと考えていますので、ご意見など

をお寄せください。

コミュニティバスはどなたでもご利用いただけます！コミュニティバスはどなたでもご利用いただけます！
どれだけ乗っても運賃は１回１００円（小学生以下は50円）です。どれだけ乗っても運賃は１回１００円（小学生以下は50円）です。
  ※１日乗り放題の１日乗車券（大人２００円・小学生以下１００円）もあります。※１日乗り放題の１日乗車券（大人２００円・小学生以下１００円）もあります。

 ぜひご利用ください。詳しくはホームページまたは企画政策課まで！ ぜひご利用ください。詳しくはホームページまたは企画政策課まで！

◆問い合わせ先
　伊奈庁舎企画政策課  
　☎ 58 - 2111（内線1241）
　e-mail： kikaku01@city.tsukubamirai.lg.jp
　http://www.city.tsukubamirai.lg.jp/map/　　　
　community/communitybus.htm　

　　　　　　　☆ 運行開始から３か月間の乗車人数    　　　　８，２５５人

　　　　　   ☆１日当たり平均乗車人数           　　　　  　 　１０７．２人

コミュニティバスみらい号コミュニティバスみらい号 

利 用 実 績 報 告
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　特別徴収とは？

　国民健康保険税を受け取る年金から差し引いて納めていただくことです。

徴収の区分 仮 徴 収 本 徴 収

年金支給月 ４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

説 明

　
　前年の所得が確定するまでは、仮算定された保険
税を納めます。
※従来の暫定分（１期・２期）にあたります。

　
　前年の所得が確定した後は、年間保険税から仮徴
収分を差し引いた残りを３回に分けて納めます。
※従来の本算定分（３期～８期）にあたります。

　特別徴収の対象となる方

　世帯主が国民健康保険（国保）に加入している方（擬制世帯主を除く）で、次の①～③をすべて満たす方です。

それ以外の方は、今までどおりの納付（普通徴収）となります。

　①世帯主をはじめ、世帯の国保に加入している方全員が、65歳から75歳未満であること。

　②世帯主（納税義務者）が、年額18万円以上の年金を受給されていること。

　（ただし、年金は担保に供していないものに限ります。）

　③国民健康保険税と介護保険料との合計額が年金支給額の１／２を超えていないこと。

※特別徴収の対象になる方には、４月に「特別徴収（年金天引き）開始通知書（仮徴収）」をお送りする予定です。

　＜参考＞世帯の構成による特別徴収・普通徴収の判定例（①によるもの）

　・特 別 徴 収 に 該 当 す る 世 帯　　例１　世帯主（国保）72歳、妻（国保）68歳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　例２　世帯主（国保）72歳、妻（国保）68歳、子（社保）40歳

　・普通徴収（今までどおり）の世帯　　例１　世帯主（国保）72歳、妻（国保）63歳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　例２　世帯主（後期）78歳、妻（国保）68歳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　例３　世帯主（社保）72歳、妻（国保）68歳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　例４　世帯主（国保）72歳、妻（国保）68歳、子（国保）40歳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※社保：社会保険　　後期:後期高齢者医療制度

◆問い合わせ先
　伊奈庁舎国保年金課　
　☎58－2111（内線1186）

平成20年４月から平成2 0年４月から

国保の特別徴収 （年金天引き） がはじまります国保の特別徴収 （年金天引き） がはじまります
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広
報
1
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
水
道
料
金
の
改
定
に
伴
い
、
皆
さ
ま
が

使
用
さ
れ
て
い
る
量
水
器
（
水
道
メ
ー
タ
ー
）
口
径
の
ご
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、「
上
水
道
使
用
水
量
の
お
知
ら
せ
」
に
記
載
の
あ
る
量
水
器
の
口

径
が
、
実
際
に
使
用
し
て
い
る
量
水
器
の
口
径
と
異
な
る
場
合
は
、
水
道

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

量
水
器
本
体
の
口
径
確
認
方
法

①
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
あ
る
量

　

水
器
本
体
に
記
載
さ
れ
た
数
字　

　
（
量
水
器
の
フ
タ
に
口
径
が
記
載

　

さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

　

を
確
認
す
る
。

②
量
水
器
本
体
に
記
載
さ
れ
た
数
字

　

を
量
水
器
口
径
確
認
表
に
照
ら
し

　

合
わ
せ
、
口
径
を
確
認
す
る
。

③「
上
水
道
使
用
水
量
の
お
知
ら
せ
」

　

に
記
載
さ
れ
た
口
径
と
②
で
確
認

　

し
た
口
径
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
を

　

確
認
す
る
。

【上水道使用水量のおしらせ】

　直読メーター（その１）　 　直読メーター（その２）　

　隔測メーター（メーター部分＋本体） 　隔測メーター（拡大）

（※上記写真の口径は、すべて20㎜です。）

　上水道加入の皆さまへ

　量水器（水道メーター）口径の確認方法

量水器本体に
記載された数字

量水器
口径（㎜）

13／ 1.5 13
20 ／ 2.5 20
25 ／    3 25
30 ／   5 30
40 ／ 10 40
50 ／ 12 50

【量水器口径確認表】　

◆問い合わせ先
　水道課（水道事業所）　
　☎52－6100

  検針にご協力ください
　検針が正しくスムーズにできるようにご協力をお願いします。

　■メーターボックスの上に物を置いたり、建築物等を設置しないでください。

　■メーターボックスの近くや出入り口付近に犬などをつながないでください。

　■メーターボックスの中に水や泥が入らないよう、清掃をお願いします。
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市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
み
の
減
量
化
、
資
源
化
な
ど
へ
の
取
組
み
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

廃
乾
電
池
も
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
資
源
の
ひ
と
つ
で
す
の
で
、
燃
え
な

い
ゴ
ミ
な
ど
に
混
入
し
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

伊
奈
地
区
に
お
い
て
は
、
す
で
に

市
内
公
共
施
設
、
事
業
所
に
設
置
し

た
廃
乾
電
池
ポ
ス
ト
に
よ
る
拠
点
回

収
を
実
施
し
て
い
ま
す
。（
表
2
・
27

カ
所
）
谷
和
原
地
区
に
お
い
て
は
、

以
前
か
ら
各
集
積
所
に
設
置
し
て
あ

る
「
廃
乾
電
池
ボ
ッ
ク
ス
」
に
よ
る

回
収
と
、昨
年
4
月
に
設
置
し
た「
廃

乾
電
池
ポ
ス
ト
」
に
よ
る
拠
点
回
収

の
２
通
り
で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

「
廃
乾
電
池
ポ
ス
ト
」
で
の
回
収
が

定
着
し
た
こ
と
か
ら
、
各
集
積
所
に

設
置
し
た
「
廃
乾
電
池
ボ
ッ
ク
ス
」

は
3
月
中
に
撤
去
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
今
後
は
谷
和
原
地

区
に
お
い
て
も「
廃
乾
電
池
ポ
ス
ト
」

の
み
の
回
収
と
な
り
ま
す
の
で
、
表

1
・
17
カ
所
の
小
中
学
校
・
郵
便
局
・

事
業
所
等
に
設
置
し
て
あ
る
「
廃
乾

電
池
ポ
ス
ト
」
を
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

No 施　　設　　名
１ 谷和原庁舎
２ 谷和原保健福祉センター
３ 谷和原公民館
４ 谷原小学校
５ 十和小学校
６ 福岡小学校
７ 小絹小学校
８ 谷和原中学校
９ 小絹中学校
10 小絹コミュニティセンター
11 高齢者センター
12 谷和原郵便局
13 小絹郵便局
14 福岡郵便局
15 茨城みなみ農協谷和原支店
16 茨城みなみ農協十和支店
17 カスミ　小絹店

No 施　　設　　名
１ 伊奈庁舎
２ 伊奈保健センター
３ きらくやまふれあいの丘
４ 図書館
５ 伊奈公民館
６ 総合運動公園体育館
７ 小張小学校
８ 豊小学校
９ 谷井田小学校
10 三島小学校
11 板橋小学校
12 東小学校
13 伊奈中学校
14 伊奈東中学校
15 谷井田コミュニティセンター
16 伊奈郵便局
17 谷井田郵便局

表１　谷和原地区 表２　伊奈地区

18 茨城みなみ農協本店
19 茨城みなみ農協板橋支店
20 板橋みなみ農協伊奈中央支店
21 常陽銀行伊奈支店
22 茨城県信用組合伊奈支店
23 関東つくば銀行伊奈支店
24 茨城銀行伊奈支店
25 カスミ　谷井田店
26 カスミ　みらい平店
27 とりせん　みらい平店

◆問い合わせ先
　伊奈庁舎生活環境課
　☎ 58 - 2111 (内線1121)

　

ポ
ス
ト
は
、
赤
色
も
し
く
は
灰
色

で
、
大
き
さ
は
、
高
さ
75
㎝　

幅
27

㎝　

奥
行
40
㎝
程
度
、
お
店
な
ど
の

入
り
口
の
近
く
に
設
置
し
て
あ
り
ま

す
。「
廃
乾
電
池
ポ
ス
ト
」
と
書
い
て

あ
り
ま
す
の
で
、
間
違
っ
て
ご
み
な

ど
を
捨
て
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

ポ
ス
ト
に
入
れ
る
の
は
、
廃
乾
電

池
と
水
銀
製
の
体
温
計
だ
け
で
す
。

ボ
タ
ン
電
池
や
充
電
池
は
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
販
売
店
で
引
き
取
っ
て
も

ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

谷
和
原
地
区
の
廃
乾
電
池
の

　
　
　
　

  

回
収
方
法
が
変
わ
り
ま
す

廃
棄
物
の
野
外
焼
却
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　

庭
先
や
空
き
地
な
ど
で
の
ご
み
の

焼
却
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
発
生
（
有

害
物
質
）
の
原
因
に
な
る
ほ
か
、「
近

所
で
草
木
を
燃
や
し
て
煙
た
い
」、

「
窓
が
開
け
ら
れ
な
い
」、「
洗
濯
物

に
臭
い
が
つ
い
て
困
る
」、「
体
調
の

悪
い
人
が
い
る
の
で
困
る
」
と
い
っ

た
苦
情
が
、
住
宅
密
集
地
な
ど
で
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　

ご
み
な
ど
の
廃
棄
物
の
野
外
焼
却

は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

煙
や
悪
臭
、
灰
に
よ
り
人
の
健
康
や

周
辺
地
域
の
生
活
環
境
に
大
き
な

迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
違

反
し
た
場
合
は
法
律
に
よ
り
罰
せ
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

伊
奈
庁
舎
生
活

　

環
境
課　

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
１
２
１
）
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児
童
扶
養
手
当
と
は

児
童
扶
養
手
当
と
は

　

児
童
扶
養
手
当
と
は
離
婚
・
死
亡
・

遺
棄
な
ど
の
理
由
で
父
親
と
生
計
を

同
じ
く
し
て
い
な
い
母
子
世
帯
な
ど

の
児
童
の
健
や
か
な
成
長
と
生
活
の

安
定
、
自
立
を
促
進
す
る
た
め
に
設

け
ら
れ
た
手
当
で
す
。
こ
の
手
当
は

申
請
し
な
け
れ
ば
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　

日
本
国
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の

支
給
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
児
童
（
18
歳
に
達
す
る
日
以
降

の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ

る
者
、
ま
た
は
20
歳
未
満
で
政
令
の

定
め
る
程
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る

者
）
を
監
護
（
保
護
者
と
し
て
生
活

の
面
倒
を
見
る
こ
と
）し
て
い
る
母
、

ま
た
は
母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方
。
各
種
公
的
年
金
、
遺

族
補
償
と
の
併
給
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
受
給
資
格
者
本
人
・
同
一
住
所
地

　

の
扶
養
義
務
者
（
兄
弟
・
祖
父
母

　

な
ど
で
住
民
票
の
世
帯
分
離
し
て

　

い
る
方
も
含
む
）
に
所
得
制
限
が      

　

あ
り
ま
す
。(

※
表
１)

（
支
給
要
件
）

◇
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

◇
父
が
死
亡
、
ま
た
は
父
が
生
死
不

　

明
の 

児
童

◇
父
が
法
で
定
め
る
障
害
の
状
態
に

　

あ
る
児
童

◇
父
か
ら
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い

　

る
か
、
父
が
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ

　

て
い
る
児
童

◇
母
が
婚
姻
し
な
い
で
生
ま
れ
た
児

　

童
◇
父
母
と
も
に
不
明
で
あ
る
児
童　

　
（
孤
児
な
ど
） 

※
「
日
本
国
内
に
住
所
が
な
い
方
」

　
「
遺
族
補
償
・
公
的
年
金
を
受
給

　

で
き
る
方
」「
離
別
し
た
父
と
生

　

計
が
同
一
で
あ
る
方
」「
事
実
上

　

の
婚
姻
関
係
に
あ
る
方
」「
施
設

　

に
入
所
し
て
い
る
な
ど
、
子
を
養

　

育
し
て
い
る
事
実
が
な
い
方
」
は

　

受
給
で
き
ま
せ
ん
。

■
児
童
扶
養
手
当
の
額
（
平
成
19
年

　

4
月
〜
）

○
支
給
対
象
児
童
１
人
の
場
合

・
全
部
支
給

　

⇩
月
額
4
万
1
千
７
２
０
円

・
一
部
支
給

　

⇩
月
額
4
万
1
千
７
１
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

9
千
８
５
０
円

　
（
所
得
に
よ
り
変
わ
り
ま
す
）

○
支
給
対
象
児
童
２
人
以
上
の
場
合

　

全
部
支
給
・
一
部
支
給
と
も
そ
れ

ぞ
れ
の
金
額
に
、
第
２
子
に
つ
い
て

は
5
千
円
、
第
３
子
以
降
は
１
人
に

つ
き
3
千
円
を
加
算
し
た
金
額
に
な

り
ま
す
。

○
手
当
の
全
額
を
停
止
さ
れ
る
方

　

所
得
額
が
所
得
制
限
以
上
に
該
当

す
る
と
き

○
手
当
の
支
払
日

　

児
童
扶
養
手
当
は
認
定
請
求
日
の

翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
、
年
３
回
に

分
け
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
支
払
日
が

土
・
日
・
祝
日
な
ど
に
当
た
る
と

き
は
こ
れ
ら
の
日
の
前
日
に
な
り
ま

す
。

・
4
月
11
日
…
12
月
分
か
ら
3
月
分

・
8
月
11
日
…
4
月
分
か
ら
7
月
分

・
12
月
11
日
…
8
月
分
か
ら
11
月
分

■
申
請
手
続
き
の
仕
方

　

伊
奈
庁
舎
児
童
福
祉
課
に
認
定
請

求
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
手
当
は
申
請
月
の
翌
月

分
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
。な
お
、

認
定
請
求
書
に
は
戸
籍
謄
本
や
住
民

票
謄
本
、
所
得
証
明
書
、
各
種
申
立

書
な
ど
を
添
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
手
当
を
受
け
る
方

の
支
給
要
件
に
よ
っ
て
添
付
す
る
書

類
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

児
童
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
現
況
届
の
提
出
に
つ
い
て

　

毎
年
８
月
…
現
況
届
（
全
て
の
受

給
者
は
、
そ
の
年
の
８
月
か
ら
翌
年

の
７
月
分
ま
で
の
手
当
を
受
け
る
資

格
を
確
認
す
る
た
め
に
必
ず
提
出
が

必
要
で
す
。
提
出
さ
れ
な
い
場
合
に

は
、
８
月
以
降
の
手
当
が
差
止
め
に

な
り
、
２
年
間
提
出
し
な
い
と
受
給

資
格
を
失
い
ま
す
。）

表１　所得制限限度額表（Ｈ19. ８～Ｈ20. ７月分）

扶養
人数

＜受給資格者本人＞ ＜扶養義務者＞

全部支給所得制限額 一部支給所得制限額 所得制限額

０人 190,000円未満 1,920,000円未満 2,360,000円未満

１人 570,000円未満 2,300,000円未満 2,740,000円未満

２人 950,000円未満 2,680,000円未満 3,120,000円未満

３人 1,330,000円未満 3,060,000円未満 3,500,000円未満

４人 1,710,000円未満 3,440,000円未満 3,880,000円未満

５人 2,090,000円未満 3,820,000円未満 4,260,000円未満

※所得の計算方法（課税台帳に基づき計算します。）
　所得＝年間収入金額－必要経費（給与所得控除額など）
　　　　＋養育費の８割相当額－諸控除（医療費控除など）
　　　　－８万円（社会保険料相当額として一律８万円とします。）

児童扶養手当・特別児童扶養手当制度児童扶養手当・特別児童扶養手当制度

ご存知ですか？
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☆
ま
だ
届
出
の
お
済
み
で
な
い
受
給

者
の
方
は
手
当
が
差
止
め
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
必
ず
児
童
福
祉
課
窓

口
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

■
長
期
受
給
資
格
者
の
手
当
減
額
に

　

つ
い
て

　

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
要
件
に
該

当
し
て
か
ら
７
年
経
過
、
も
し
く

は
受
給
開
始
後
５
年
経
過
し
た
場

合
、
受
給
者
や
そ
の
子
ど
も
な
ど
の

障
害
、
疾
病
な
ど
、
就
業
が
極
め
て

困
難
な
事
情
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、自
立
に
向
け
た
活
動
（
就
労
等
）

が
み
ら
れ
な
い
受
給
者
は
児
童
扶
養

手
当
の
支
給
額
の
２
分
の
１
が
支
給

停
止
と
な
り
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
別
途
通
知
を
行
い
ま

す
の
で
、
必
要
書
類
を
期
限
内
に

必
ず
提
出
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。特

別
児
童
扶
養
手
当
と
は

特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

　

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害（
重
度
・

中
度
）
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を

家
庭
に
お
い
て
監
護
（
保
護
者
と
し

て
生
活
の
面
倒
を
見
る
こ
と
）
し
て

い
る
父
も
し
く
は
母
、
ま
た
は
父
母

に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
が
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
手

当
で
す
。
こ
の
手
当
は
申
請
を
し
な

け
れ
ば
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
手
当
の
対
象
と
な
る
障
害
の
程
度

　

は
お
お
む
ね
次
の
と
お
り
で
す

●
特
別
児
童
扶
養
手
当
1
級

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
判
定
が
お
お

　

む
ね
1
・
2
級
（
内
部
的
疾
患
含

　

む
）
程
度
に
該
当
す
る
者

・
療
育
手
帳
の
判
定
が
Ａ
・
Ａ
程
度

　

の
知
的
障
害
で
あ
る
場
合
、
ま
た

　

は
同
程
度
の
精
神
障
害
で
あ
る
場

　

合
●
特
別
児
童
扶
養
手
当
2
級

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
判
定
が
お
お

　

む
ね
3
級
（
内
部
的
疾
患
含
む
）

　

程
度
に
該
当
す
る
者

・
療
育
手
帳
の
判
定
が
Ｂ
程
度
の
知

　

的
障
害
で
あ
る
場
合
、
ま
た
は
同

　

程
度
の
精
神
障
害
が
あ
る
場
合

■
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
額
（
平
成

　

19
年
4
月
〜
）

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
認
定
請

求
を
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月

分
か
ら
支
給
さ
れ
、
障
害
の
程
度
に

よ
っ
て
次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
す
。

●
対
象
児
童
１
人
に
つ
き

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
１
級
（
重
度

　

障
害
）　

　
　
　

⬇
月
額
5
万
７
５
０
円

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
２
級
（
中
度

　

障
害
）

　
　
　

⬇
月
額
3
万
3
千
８
０
０
円

■
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
払
日

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
認
定
請

求
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
か

ら
支
給
さ
れ
、
年
3
回
、
4
月
・
8

月
・
11
月
に
支
払
わ
れ
ま
す
。
支
払

日
が
土
・
日
・
祝
日
な
ど
に
当
た
る

と
き
は
、
こ
れ
ら
の
日
の
前
日
に
な

り
ま
す
。

●
支
払
日

・
4
月
11
日
…
12
月
分
か
ら
3
月
分

・
8
月
11
日
…
4
月
分
か
ら
7
月
分

・
11
月
11
日
…
8
月
分
か
ら
11
月
分

※
こ
れ
ま
で
は
手
当
の
受
給
は
郵
便

　

口
座
の
み
で
し
た
が
、
郵
政
民
営

　

化
に
伴
い
、
銀
行
口
座
で
も
手
当

　

が
受
け
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

　

た
。

■
所
得
制
限
に
つ
い
て

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
に
は
所
得
制

限
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
請
求
者
本

人
や
配
偶
者
、
同
居
し
て
い
る
親
族

の
方
の
前
年
所
得
金
額
が
表
２
の
所

得
制
限
限
度
額
以
上
で
あ
る
場
合
に

は
、
そ
の
年
の
８
月
か
ら
翌
年
の
７

月
ま
で
の
手
当
が
支
給
停
止
と
な
り

ま
す
。

■
所
得
状
況
届
に
つ
い
て

　

年
一
回
（
毎
年
８
月
11
日
か
ら
９

月
10
日
ま
で
の
間
）、
受
給
者
全
員

の
所
得
状
況
を
確
認
し
、
所
得
制
限

に
該
当
す
る
か
否
か
を
認
定
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。
継
続
す
る
た
め
に

必
ず
全
受
給
資
格
者
に
提
出
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
支
給
停
止
者
、
所
得
が
限
度
額
を

超
過
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
届
出
は

必
要
で
す
。）

■
申
請
手
続
き
の
仕
方

　

請
求
者
と
対
象
児
童
の
戸
籍
謄
本

や
世
帯
全
員
の
住
民
票
、
児
童
福
祉

課
窓
口
に
あ
る
所
定
の
診
断
書
、
口

座
申
出
書
な
ど
が
必
要
に
な
り
ま

表２　 所得制限限度額表

扶養人数
＜請求者本人＞
所得制限額

＜扶養義務者＞
所得制限額

０人 4,596,000円未満 6,287,000円未満

１人 4,976,000円未満 6,536,000円未満

２人 5,356,000円未満 6,749,000円未満

３人 5,736,000円未満 6,962,000円未満

４人 6,116,000円未満 7,175,000円未満

５人以上 以下　380,000円ずつ加算 以下　213,000円ずつ加算

※所得の計算方法（課税台帳に基づき計算します。）
　所得＝年間収入金額－必要経費（給与所得控除額など）－諸控除（医
　　　　療費控除など）－８万円（社会保険料相当額として一律８万
　　　　円とします。）
所得の年度は以下のとおりです。
　  １月から６月までの請求の方・・・前々年分の所得が適用されます。
　   7月から12月までの請求の方・・・前年分の所得が適用されます。

◆児童扶養手当、特別児童扶養手当に
　関する問い合わせ先
　　伊奈庁舎児童福祉課
　　☎ 58 ‐2111（内線1162）
         

す
。
詳
し
く
は
児
童
福
祉
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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つくばみらい市　　　　　 　　募集！

◆問い合わせ先
　谷和原庁舎学校教育課
　☎ 58 - 2111 (内線8201)

　※県教育庁高校教育課
　（☎ 029 - 301 - 5245）にも
　同様の制度があります。

※
２　

A
の
⑸
、
B
の
⑷
に
つ
い
て

〈
例
〉　

日
本
学
生
支
援
機
構
（
旧

　

日
本
育
英
会
）、
茨
城
県
奨
学
生
、

　

母
子
福
祉
資
金
、寡
婦
福
祉
資
金
、

　

生
活
福
祉
資
金
（
茨
城
県
社
会
福

　

祉
協
議
会
）、
交
通
遺
児
育
英
会
、

　

あ
し
な
が
育
英
会
、
各
大
学
独
自

　

の
奨
学
金　

な
ど
。
併
願
は
で
き

　

ま
せ
ん
。

を
学
校
教
育
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
書
様
式
は
、
学
校
教
育
課

ま
た
は
市
内
の
中
学
校
、
近
隣
の

高
等
学
校
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

⑴
奨
学
金
貸
付
申
請
書
（
様
式
第
１

　

号
）

⑵
奨
学
金
貸
与
申
請
者
推
薦
調
書

　
（
様
式
第
２
号
）

※
新
入
生
に
つ
い
て
は
、
卒
業
し
た

　

高
等
学
校
長
か
ら
の
も
の
（
A
）

※
新
入
生
に
つ
い
て
は
、
卒
業
し
た

　

中
学
校
長
の
も
の
（
B
）

⑶
在
学
証
明
書
（
募
集
期
間
内
に
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。）

⑷
住
民
票
（
申
請
者
家
族
全
員
に
つ

　

い
て
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
）

　

総
額
を
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

B
卒
業
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月

　

か
ら
起
算
し
て
6
月
を
経
過
し
た

　

後
、
15
年
以
内
に
貸
与
を
受
け
た

　

総
額
を
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

⑵
返
還
猶
予

ア　

さ
ら
に
上
級
の
学
校
へ
入
学
し

　

た
と
き

イ　

病
気
そ
の
他
正
当
な
理
由
に
よ

　

り
、
奨
学
金
の
返
還
が
困
難
で
あ

　

る
と
き

⑶
返
還
免
除

　

貸
与
を
受
け
た
方
が
死
亡
し
た
と

　

き
は
、
奨
学
金
の
全
部
ま
た
は
一

　

部
返
還
を
免
除
す
る
こ
と
が
あ
り

　

ま
す
。

⑷
そ
の
他

・
奨
学
生
が
放
校
処
分
に
付
さ
れ
た

　

と
き
は
、
た
だ
ち
に
奨
学
金
の
全

　

額
を
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
本
市
市
民
の
被
扶
養
者
で
な
く　

　

な
っ
た
場
合
、
奨
学
金
貸
与
が
取

　

り
消
さ
れ
、
奨
学
金
の
返
還
を
し

　

て
い
た
だ
き
ま
す
。

区　分

A B
専 修 学 校
短 期 大 学
大 学

高 等 学 校
高等専門学校

募集人員 ５人 若干名
貸与月額 30,000円 20,000円

貸与期間
平成20年から在学する学校の

正規の修業期間

奨 学 生
高等学校奨学生

平成20年度

　市では、つくばみらい市奨学金貸付条例などに基づき、経済的理由により修学が困難な方を対象に、
平成20年度奨学生を次のとおり募集します。

⒉ 募集人員、貸与月額および貸与期間

⒈ 

申
請
資
格

A⑴
本
市
市
民
の
被
扶
養
者

⑵
学
校
教
育
法
（
昭
和
22
年
法
律
第

　

26
号
）
の
規
定
に
基
づ
く
専
修
学

　

校
（
専
門
課
程
）・
短
期
大
学
・

　

大
学
に
進
学
ま
た
は
在
学
す
る
方

⑶
身
体
が
健
康
で
あ
り
、
学
業
優
秀

　

か
つ
品
行
方
正
で
あ
る
方

⑷
確
実
な
連
帯
保
証
人
を
付
す
る
こ

　

と
が
で
き
る
方
（
※
１
）

⑸
奨
学
金
に
類
す
る
他
の
学
費
の
貸

　

与
を
受
け
て
い
な
い
方
（
※
２
）

B⑴
本
市
市
民
の
被
扶
養
者

⑵
学
校
教
育
法
（
昭
和
22
年
法
律
第

　

26
号
）
の
規
定
に
基
づ
く
高
等
学

　

校
・
高
等
専
門
学
校
に
進
学
ま
た

　

は
在
学
す
る
方

⑶
確
実
な
連
帯
保
証
人
を
付
す
る
こ

　

と
が
で
き
る
方
（
※
１
）

⑷
奨
学
金
に
類
す
る
他
の
学
費
の
貸

　

与
を
受
け
て
い
な
い
方
（
※
２
）

　

４
月
25
日
㈮
ま
で

⒋ 

申
請
手
続
き

　

申
請
を
さ
れ
る
方
は
、
次
の
書
類

⒊ 

募
集
期
間

⑸
所
得
証
明
書
（
主
た
る
家
計
支
持

　

者
）

※
平
成
19
年
源
泉
徴
収
票
ほ
か
平
成

　

19
年
の
所
得
が
わ
か
る
も
の
を
募

　

集
期
間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
（
写
し
可
）

⒌ 

奨
学
生
の
選
考
お
よ
び
決
定

　

７
月
初
旬
に
、
教
育
委
員
会
に
お

け
る
選
考
結
果
を
ご
本
人
あ
て
通
知

し
ま
す
。

　
⒍ 

奨
学
金
の
返
還

⑴
奨
学
金
は
無
利
子
と
し
、

A
卒
業
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月

　

か
ら
10
年
以
内
に
貸
与
を
受
け
た

○
奨
学
生
の
種
類
○

A
つ
く
ば
み
ら
い
市
奨
学
生

B
つ
く
ば
み
ら
い
市
高
等
学
校

　

奨
学
生

※
A
、
B
い
ず
れ
の
記
載
の
な

　

い
も
の
は
、
共
通
の
事
項
で

　

す
。

※
１　

A
の
⑷
、
B
の
⑶
の
連
帯
保

　

証
人
に
つ
い
て

　
　

連
帯
保
証
人
は
、
２
人
立
て
て

　

く
だ
さ
い
。（
各
々
独
立
の
生
計
を

　

営
む
成
人
者
）
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図
書
館
だ
よ
り

図
書
館
だ
よ
り

図書館休館日
　３月３日㈪、10日㈪、
　17日㈪、20日㈷、24日㈪、
　28日㈮、31日㈪

読み聞かせ会（虹の会）
　３月８日㈯
　　午後２時～
　　小学生まで

おはなし会
 　３月22日㈯

　　午後２時～
　　３歳～７歳くらい

開館時間
　午前10時～午後６時

図書館への問い合わせ

　☎ 58 - 3
みん

7
なの

1
としょ

0
かん

図書館ＵＲＬ：http://www.city.tsukubamirai.lg.jp/library/　「新聞記事に見るつくば
みらい市＆ＴＸ」他　図書館Ｅ- mail：library01@city.tsukubamirai.lg.jp

平成19年度　第２回　講演会

 講 師  出
で

久
く

根
ね

　達
た つ

郎
ろ う

　氏　　

     　　　　 　 演　題　『本の数だけ学校がある』

■講師プロフィール
　１９４４年、茨城県行方市（旧北浦町）生まれ。１９７３年から杉並区
高円寺で古書店を営む。１９９３年『佃島ふたり書房』で直木賞を受賞
する。また、つくばみらい市で撮影が行われた、ＮＨＫ金曜時代劇「人
情届けます」の原作『おんな飛脚人』の著者でもある。最近の著書は『作
家の値段』『萩のしずく』がある。日本語の持ち味を生かした文体で、庶
民の暮らし、心を伝える書き手として、注目されている。

●日時：３月29日㈯　午後２時～３時30分

●場所：図書館２階　視聴覚室

●定員：60人（定員になり次第締め切ります）

●申込開始：２月27日㈬

●申し込み先・お問い合わせ先：市立図書館　☎ 58‐3710

　講演後は、先生への質問や感想を述べる時間を設けます。

館内に出久根　達郎氏の本を集めたコーナーをつくりました。
講演会とあわせて、こちらもご利用ください。
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■日本のお米は余っています
　

　・平成19年のお米の生産量　　　　　　８５４万ｔ
　・お米の消費量　　　　　　　　　　　８３３万ｔ
　・生産過剰数量　　　　　　　　　　　　２１万ｔ（茨城県でも約３万ｔが生産過剰）

　　その結果、19年産は平年作にも関わらず米価が大幅に下落する事態となりました。
　　これを繰り返さないためにもこれから紹介する「緊急一時金」を活用して、生産調整の取り組みへのご協力をお願い
　します。

　緊急一時金は、20年産の生産調整を国全体で達成するために設けられた国の助成金で、19年産から20年産にかけて
生産調整（転作）を拡大した面積を対象として、支払われます。緊急一時金には、次の２つのメニューがあります。
① 長期生産調整実施契約 による助成
（助成の単価は？）
・19年産の生産調整を達成した人には５万円／ 10ａ
・19年産の生産調整を達成していない人にも３万円／ 10ａ
　が助成されます。　

※対象となる面積は転作を拡大した部分です。

（助成を受けるためには？）
・２月中に、20年産～ 24年産までの５年間にわたって生産調整を達成するという旨の契約書を農家の皆さんとつく

ばみらい市水田農業推進協議会（以下、市協議会という。）の間で取り交わしていただくことが必要です。

（助成の対象になる作物は？）
・麦、大豆、飼料作物、野菜、そば、調整水田、保全管理などが助成の対象になります。飼料用の稲・米は次の②に

　よる助成の対象になります。

② 非主食用米低コスト生 産技術確立試験契約による助成
（助成の単価は？）
・５万円／ 10ａです。 
※対象となる面積は転作を拡大した部分です。

　（①のような19年産の生産調整達成・未達成による区分はありません。）

（助成を受けるためには？）
・２月中に、20年産～ 22年産までの３年間にわたって、飼料用米等非主食用米の低コスト生産技術（多収品種の栽培、

　直播栽培、麦と非主食用米の年２作）に取り組み、かつ生産調整を達成するという旨の契約書を市協議会との間　

で取り交わしていただくことが必要です。

（助成の対象になる作物は？）
・飼料用の米や稲（ＷＣＳ、飼料用青刈り稲、わら専用稲を含む）などが対象です。

※ただし、従来の加工用米（せんべい、みそ用など）は対象外です。

▼

■緊急一時金（地域水田農業活性化緊急対策）って？

～水稲生産農家の皆さんへ～

生産調整を拡大した面積に対し生産調整を拡大した面積に対し
一時金が交付されます一時金が交付されます
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【緊急一時金に関するＱ＆Ａ】

(問)　緊急一時金の対象になる面積について詳しく教えてほしいのですが？

(答)　転作を拡大した面積が対象になります。下の図をご覧ください。

【19年に生産調整をしていた方（①の長期生産調整実施契約の場合）】

転作
0.4ha

19年
（生産調整を達成）

水稲
0.6ha

生産調整
達成ライン 対象面積

    0.3ha

20年
（生産調整を達成）

水稲
0.3ha

転作
0.7a

○生産調整を拡大した面積
【20年】0.7ha－【19年】0.4ha＝0.3ha
○助成を受けられる金額
　0.3ha×５万円/10a＝15万円　

このケースでは15万円を受け取れます

19年
（生産調整が未達成）

生産調整
達成ライン

対象面積
    0.4ha

20年
（生産調整を達成）

水稲
0.6ha

転作
0.4a

○生産調整を拡大した面積
【20年】0.4ha－【19年】0ha＝0.4ha
○助成を受けられる金額
　0.4ha×３万円/10a＝12万円

このケースでは12万円を受け取れます

水稲
1ha

【19年に生産調整をしていなかった方（①の長期生産調整実施契約の場合）】

(問)　「緊急一時金」をもらうと、今までの産地づくり交付金はもらえないの？

(答)　そんなことはありません。協議会で設定していれば「緊急一時金」をも

　　  らった上で、産地づくり交付金やその他の支援策を受けることができます。

(問)　「緊急一時金」を受けるためには５年間（②の非主食用米低コスト生産の場

　　  合は３年間）生産調整を行うという契約書を結ぶことになっているけれど    

　　  契約の途中で生産調整を達成しなかった場合はどうなるの？

(答)　今回の「緊急一時金」では契約期間内での生産調整の達成が要件になって   

　　  いますので、契約の途中で、生産調整が達成されなかった場合には、緊急   

　　　一時金を全額返還していただくことになります。

(問)　「緊急一時金」は、契約期間中の毎年もらえるの？

(答)　一時金が受けられるのは、今年だけです。

◆問い合わせ先
茨城県水田農業推進協議会
・ＪＡ茨城県中央会（県域営農支　
　援センター水田農業対策室）         
　☎ 029-219-0255
・茨城県 農林水産部農産課
　☎ 029-301-3926
・茨城県県南地方総合事務所農業課 
　☎029-822-8522
・茨城農政事務所食糧部計画課
　☎029-221-2186
・谷和原庁舎農政課
　☎ 58 - 2111 (内線8153)
・つくばみらい市水田農業推進協　
　議会（担い手支援センター）
　☎ 58 - 5747

つ
く
ば
地
区
う
ま
い
米

づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル

　

1
月
9
日
、
つ
く
ば
市
ふ
れ
あ
い

プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
つ
く
ば
地
区
う

ま
い
米
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
市
で
は
高
品
質
米
部
門
に
お
い

て
、
菊き

く

地ち　

久
ひ
さ
し

さ
ん(

写
真
右)

が
茨

城
県
農
林
水
産
部
長
賞
を
、
高た

か

野の

智と
し

光み
つ

さ
ん(

写
真
左)

が
つ
く
ば
み
ら
い

市
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
高
品
質
米
生
産
基
本
技

術
に
よ
り
生
産
さ
れ
た
お
米
に
お
い

て
、
お
い
し
さ
の
指
標
と
な
る
玄
米

粗
タ
ン
パ
ク
含
量
・
食
味
値
・
千

粒
重
に
つ
い
て
、
特
に
優
秀
な
成
績

を
収
め
た
生
産
者
に
贈
ら
れ
る
賞
で

す
。
両
氏
に
は
、
今
後
と
も
他
産
地

に
負
け
な
い
さ
ら
な
る
う
ま
い
米
づ

く
り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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市
の
谷
和
原
地
域
協
業
・
営
農
組
合
連
絡
協
議
会
で
は
、
田
ん
ぼ
に
菜

　

市
の
谷
和
原
地
域
協
業
・
営
農
組
合
連
絡
協
議
会
で
は
、
田
ん
ぼ
に
菜

の
花
を
ま
い
て
い
ま
す
。
秋
に
は
お
い
し
い
「
な
の
は
な
米
」
が
で
き
あ

の
花
を
ま
い
て
い
ま
す
。
秋
に
は
お
い
し
い
「
な
の
は
な
米
」
が
で
き
あ

が
り
ま
す
。

が
り
ま
す
。

　

自
分
た
ち
で
摘
み
取
っ
た
菜
の
花
で
料
理
を
し
て
、
少
し
早
い
春
を
感

　

自
分
た
ち
で
摘
み
取
っ
た
菜
の
花
で
料
理
を
し
て
、
少
し
早
い
春
を
感

じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
開
催
日　

　

３
月
15
日
㈯

■
集
合
場
所

　

Ｊ
Ａ
谷
和
原
低
温
倉
庫
（
下
長
沼

　

１
０
６
８　

※
谷
和
原
保
健
福
祉

　

セ
ン
タ
ー
前
）

■
摘
み
取
り
場
所

　

筒
戸
地
内
ま
た
は
真
木
地
内

■
料
理
教
室
開
催
場
所

　

谷
和
原
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容

午
前
９
時
30
分　

集
合

集
合
後
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
圃ほ

場じ
ょ
う

　

に
移
動

　
　
　

10
時
〜　

菜
の
花
摘
み
取
り

　
　
　

11
時
〜　

料
理
教
室

午
後
０
時
30
分
〜　

食
事
会

■
定
員

①
菜
の
花
摘
み
取
り
の
み　

　

定
員
先
着
50
人

②
摘
み
取
り
お
よ
び
料
理
教
室　

　

定
員
先
着
30
人
（
大
人
20
人
、
子

　

供
10
人
）

■
当
日
持
参
す
る
も
の

　

①
菜
の
花
摘
み
取
り

　
（
軍
手
、
長
靴
）

　

②
料
理
教
室

　
（
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
）

■
参
加
費
用

①
菜
の
花
摘
み
取
り
の
み

　

１
袋
２
０
０
円
（
追
加
１
袋
に
つ

　

き
２
０
０
円
）

②
摘
み
取
り
お
よ
び
料
理
教
室

　

大
人
１
千
円
、

　

子
供
５
０
０
円
（
つ
め
放
題
１
袋

　

付
）

■
申
し
込
み
期
限

　

３
月
12
日
㈬　

午
後
５
時
ま
で
に

　

電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
当
日
悪
天
候
の
場
合
、
菜
の
花
摘 

　

み
取
り
は
中
止
、
料
理
教
室
は
実

　

施
し
ま
す
。

※
気
象
条
件
に
よ
り
菜
の
花
の
生
育

　

状
況
に
差
が
あ
り
ま
す
。

◆申し込み・問い合わせ先
　谷和原庁舎農政課　
　☎58－2111（内線8154）摘み取り＆料理教室開催摘み取り＆料理教室開催

菜の花菜の花

コ
シ
ヒ
カ
リ
オ
ー
ナ
ー

　
　

募
集
の
お
知
ら
せ

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
で
安
全
・
安
心

な
お
米
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま

せ
ん
か
。

　

田
植
え
体
験
で
は
手
植
え
を
体
験

し
、
さ
ら
に
は
安
全
で
お
い
し
い
お

米
を
作
る
た
め
草
取
り
体
験
を
行
い

ま
す
。

　

農
業
や
安
全
・
安
心
な
お
米
に
興

味
を
お
持
ち
の
方
の
参
加
を
ぜ
ひ
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
参
加
料
金
＝
１
万
５
千
円

▼
募
集
区
画
＝
23
区
画
（
た
だ
し
、

　

応
募
者
が
15
名
に
達
し
な
い
場
合

　

に
は
中
止
。
応
募
者
多
数
の
場
合

　

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。）

▼
作
業
面
積
＝
１
区
画
当
た
り

　

１
２
６
㎡

▼
体
験
内
容
（
認
定
農
業
者
の
指
導

　

の
下
、
次
の
作
業
を
体
験
し
ま 

　

す
。）

①
田
植
え
体
験
…
５
月
中
旬
〜
下
旬

②
草
取
り
体
験
…
６
月
〜
７
月
に
計

　

３
回
程
度
実
施

▼
実
施
場
所
＝
つ
く
ば
み
ら
い
市
小

　

張
地
内

▼
品
種
＝
コ
シ
ヒ
カ
リ

▼
特
典
＝
農
薬
・
化
学
肥
料
を
慣か

ん

行こ
う

　

栽
培
の
50
％
以
下
し
か
使
用
し
な

　

い
、
安
全
で
お
い
し
い
特
別
栽
培

　

米
を
玄
米
60
㎏
進
呈

▼
申
込
期
限
＝
３
月
31
日
㈪

◆
問
い
合
わ
せ
先
・
申
し
込
み
先

谷
和
原
庁
舎
農
政
課　

☎
58
‐
２
１
１
１

（
内
線
８
１
５
０
〜
８
１
５
４
）

農
園
耕
作
者
を

　
　
　
　

募
集
し
ま
す

　

取
手
市
農
業
ふ
れ
あ
い
公
園
に
あ

る
、
貸
し
農
園
を
募
集
し
ま
す
。

▼
場
所
＝
取
手
市
市
之
代
５
７
０

▼
募
集
区
画
＝
若
干
名
（
応
募
者
多

　

数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。）

▼
耕
作
面
積
＝
１
区
画
当
た
り
20
㎡

▼
使
用
料
＝
年
間
６
千
円
（
水
道
・

　

農
機
具
・
休
憩
施
設
・
駐
車
場
あ

　

り
）
※
農
園
利
用
者
は
休
憩
施
設

　

使
用
料
が
免
除
に
な
り
ま
す
。

▼
利
用
期
間
＝
４
月
１
日
〜
平
成
21

　

年
３
月
31
日
（
更
新
可
）

▼
申
込
方
法
＝
電
話
に
て
お
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
条
件
＝
取
手
市
・
守
谷
市
・

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
に
在
住
す
る
農

　

業
者
以
外
の
方

▼
申
込
期
限
＝
３
月
21
日
㈮

※
応
募
の
結
果
は
、
取
手
市
よ
り
応

　

募
者
全
員
に
郵
送
で
通
知
し
ま

　

す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
・
申
し
込
み
先

取
手
市
役
所
農
政
課　

☎
0
２
９
７
‐
74
‐
２
１
４
１

（
内
線
１
４
５
３
）
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市
内
の
優
良
農
地
は
、「
農
業
振
興

地
域
整
備
計
画
」
に
基
づ
い
て
保
全

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
は
約
５

年
ご
と
に
基
礎
調
査
を
行
い
、
そ
れ

に
基
づ
い
て
、
必
要
が
あ
れ
ば
見
直

し
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
の
計
画
は
、
合
併
前

の
２
町
村
当
時
に
設
定
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
今
回
統
合
し
た
計
画
の
策

定
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
で
設
定
さ
て
い
る
農
業

振
興
地
域
内
の
農
用
地
は
、
原
則
と

し
て
農
地
の
転
用
が
認
め
ら
れ
て
い

な
い
た
め
、
土
地
を
農
業
以
外
の
目

的
で
利
用
す
る
場
合
に
は
、
事
前
に

農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
か
ら
の

除
外
（「
農
振
除
外
」
と
呼
ん
で
い

ま
す
。）
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

こ
の
受
付
は
例
年
６
月
末
、
９
月

末
、
12
月
末
を
期
限
に
行
っ
て
い
ま

す
が
、
今
回
の
よ
う
に
総
合
見
直
し

に
着
手
す
る
と
、今
後
２
年
間
程
度
、

「
農
振
除
外
」
手
続
き
の
受
付
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

平
成
20
年
度
か
ら
翌
21
年
度
に
か

け
て
、
農
地
の
転
用
を
予
定
し
て
い

る
場
合
（
住
宅
の
建
築
な
ど
）
は
、

平
成
20
年
６
月
30
日
ま
で
に
「
農
振

除
外
」
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
申
請
の
す
べ
て
が
認
可
さ

れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
農
振
除
外

要
件
を
満
た
し
た
う
え
で
農
地
法
な

ど
の
他
法
令
の
許
可
見
込
み
が
な
い

と
除
外
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
土
地

の
選
定
は
十
分
に
検
討
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◆問い合わせ先
　谷和原庁舎農政課　
　☎58－2111（内線8152）

　

都
市
の
将
来
像
を
示
す
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
な
ど
都
市
計

画
の
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
都
市
計
画
決
定
を
行
う
前
に
、
案
の

縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
案
に
対
し
て
、
ご
意
見
の
あ
る
方
は
縦
覧
期
間
中
に
茨
城
県
知
事

あ
て
に
意
見
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
さ
れ
た
意
見
は
、
今
後
開

催
さ
れ
る
茨
城
県
都
市
計
画
審
議
会
に
お
い
て
審
議
の
際
に
考
慮
さ
れ
ま
す
。

■
縦
覧
対
象
の
都
市
計
画
内
容

①
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

　

の
変
更　

②
都
市
計
画
道
路
の
変
更

■
縦
覧
期
間　

　

３
月
10
日
㈪
〜
３
月
24
日
㈪　
　

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
（
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
は
除

　

く
）

■
縦
覧
場
所

▼
茨
城
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課

　

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
４
５
９
２

▼
谷
和
原
庁
舎
都
市
計
画
課　

　

☎
58
‐
２
１
１
１

　
（
内
線
８
１
６
１
）

※
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

　

の
案
に
つ
い
て
は
、
茨
城
県
土
木

　

部
都
市
局
都
市
計
画
課
の
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
ま
す
。

▼
茨
城
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画

　

課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.p
ref.ib

araki.
jp/bukyoku/doboku/01class/
class09/

■
意
見
書
の
提
出
方
法

　

ご
意
見
の
あ
る
方
は
、
縦
覧
期
間

中
に
、
茨
城
県
知
事
あ
て
に
、
意
見

書
を
持
参
ま
た
は
郵
送
に
よ
り
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

（
3
月
24
日
ま
で
に
必
着
）

〒
３
１
０
‐
８
５
５
５

水
戸
市
笠
原
町
９
７
８
‐
６

茨
城
県
知
事　

橋
本
昌
（
茨
城
県
土

木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
扱
い
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

茨
城
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
４
５
９
２

つ
く
ば
み
ら
い
都
市
計
画
区
域

　
　

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
案
の
縦
覧
に
つ
い
て

「農業振興地域整備計画」の

　　　　　　総合的な見直しを行います

☆
手
続
き
は
平
成　

年
６
月　

日
ま
で

20

30

４月から
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市市内内の出の出来来事事
～ つくばみらいのわだい ～

　

１
月
13
日
、
市
総
合
運
動
公
園
体

育
館
で
、「
つ
く
ば
み
ら
い
市
成
人

式
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
新
成
人
は
、
昭
和
62
年
４

月
２
日
か
ら
昭
和
63
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
４
９
０
人
。
う
ち
３
６
７
人

が
成
人
式
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
は
、
新
成
人
の
有
志
で
組
織
さ

れ
た
成
人
式
実
行
委
員
会
に
よ
っ
て

厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

飯
島
市
長
か
ら
は
「
ま
ち
づ
く
り

に
積
極
的
に
参
加

さ
れ
、
自
分
達
の

住
む
こ
の
郷
土
に

誇
り
を
持
っ
て
歩

ん
で
い
か
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。」
と
式
辞
が

述
べ
ら
れ
、来
賓
の
皆
さ
ま
か
ら
は
、

た
く
さ
ん
の
祝
辞
を
頂
戴
い
た
し
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
新
成
人
を
代
表
し
て
飯い

い

島じ
ま

拡ひ
ろ

之ゆ
き

さ
ん
か
ら
、「
自
分
の
人
生
を

自
ら
切
り
開
い
て
い
き
た
い
。」
と
、

誓
い
の
言
葉
が
力
強
く
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

式
終
了
後
は
、
旧
友
や
恩
師
と
の

再
会
に
新
成
人
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、

終
始
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

成
人
お
め
で
と
う
！

成
人
お
め
で
と
う
！

　
　

４
９
０
人
が
大
人
の
仲
間
入
り

　
　

４
９
０
人
が
大
人
の
仲
間
入
り

誓いの言葉を述べる飯島拡之さん

司会を務めた成人式実行委員の皆さん
（左から水越一斗さん、照井愛子さん、
　加藤圭輔さん、石川ゆうさん）
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話題を提供してください！
伊奈庁舎秘書広聴課　☎ 58 - 2111（内線1203）
※掲載スペースや締め切りの都合上、投稿いただいた情報が必ず
　しも掲載できるとは限りませんので、ご了承ください。

消防出初式

　1月13日、総合運動公園において、消防出初式が行

われました。

　当日は、前日に降った雨の影響で、室内での実施と

なり、消防功労者に対して表彰などが行われました。

善意の寄付

　元伊奈町議会議員の野
の

々
の

村
むら

和
かず

夫
お

さん（下島）から、「社

会福祉のために役立ててください」と、ご寄付をいた

だきました。

　寄付金は市社会福祉協議会で有効に活用させていた

だきます。善意のご寄付、ありがとうございました。

文部科学大臣賞を受賞

　平成19年12月５日、旺文社主催「第51回全国学芸

科学コンクール」において、十和小学校１年生の寺
てら

田
だ

未
み

玖
く

さんが作文の部で、「わたしのやくそく」と題し、

牛の出産に初めて立ち会った夏休みの経験を書き、文

部科学大臣賞に輝きました。寺田さんは、総数７万点

を超える応募の中から、見事に小学生の部で最優秀作

品となりました。おめでとうございます。

小絹八坂神社で元旦祭

　小絹の念頭行事・八坂神社元旦祭が今年も厳かな雰

囲気の中で行われ、大勢の人が初詣に訪れました。年

が明けた午前０時、煙火が奉納されるや「おめでとう」

の言葉が飛び交い、参拝者の長い列は順次神殿へ、家

内安全などを祈とうして手を合わせていました。氏子

総代から３００人に福銭が配られ、お神酒のほか小絹

青年会による甘酒が振る舞われました。
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市市内内の出の出来来事事
～ つくばみらいのわだい ～

手
作
り
の
「
つ
る
し
び
な
」

　

写
真
は
、成な

る

島し
ま

志し

げ
さ
ん
（
豊
体
）
が
作
っ

た
「
つ
る
し
び
な
」
で
す
。

　
「
つ
る
し
び
な
」
と
は
、
初
節
句
の
お
祝

い
の
と
き
に
子
や
孫
の
幸
せ
を
願
っ
て
作
ら

れ
る
つ
る
し
飾
り
で
す
。
お
金
を
か
け
ず

余
っ
た
布
な
ど
で
作
り
、
今
年
は
干
支
で
あ

る
子
（
ね
ず
み
）
を
か
わ
い
ら
し
く
飾
り
ま

し
た
。

　
「
去
年
公
開
し
た
と
き
は
50
人
を
超
え
る

方
々
が
訪
ね
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
も
引

き
続
き
公
開
し
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方

は
気
軽
に
来
て
く
だ
さ
い
」と
の
こ
と
で
す
。

そ
の
際
は
、
事
前
に
成
島
さ
ん
に
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
成
島
志
げ
さ
ん
（
豊
体
23
）

　

☎
58
‐
７
１
２
６

※
公
開
は
、
３
月
１
日
㈯
か
ら
30
日
㈰
ま
で

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
で

モ
ロ
ッ
コ
王
国
よ
り
受
賞

　

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
ビ
ル
ダ
ー
と
し
て
世
界
的

に
活
躍
し
て
い
る
田た

中な
か

瑠る

衣い

子こ

さ
ん
（
本
名
・

田た

中な
か

和か
ず

子こ

さ
ん　

長
渡
呂
）
が
ま
た
一
つ
大
き

な
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
中
さ
ん
は
、
日
本
と
モ
ロ
ッ
コ
王
国
の
合

同
展
「
ア
ー
ト･

エ
キ
ス
ポ　

カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
」

に
出
展
し
、「
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
・
ア
ー
ト
エ
キ

ス
ポ
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
同
展
は
、
日
本

と
モ
ロ
ッ
コ
の
国
交
50
周
年
を
記
念
し
て
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
田
中
さ
ん
の

作
品
は
大
変
人
気
が
あ
り
、
現
地
で
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
と
の
こ
と
で

す
。

　

in

卓
越
し
た
技
能
者
表
彰

県
知
事
表
彰

　

三み

上か
み　

和か
ず

則の
り

さ
ん
（
谷
井
田
）　

　

職
種　

ア
ー
ク
溶
接
工　茨城県技能者表彰部門で、三上さんが平

成19年11月30日、県知事賞を受賞されま

した。三上さんは、原子力関連の圧力容器

の製造などに従事し、厳しい基準が要求さ

れる溶接を施工する技能を持っています。。

県
知
事
表
彰

　

鎌か
ま

田だ　

浩ひ
ろ

之ゆ
き

さ
ん
（
西
ノ
台
南
）

　

職
種　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
品
検
査
工

　茨城県技能者表彰部門で、鎌田さんが

平成19年11月30日、県知事賞を受賞され

ました。鎌田さんは、カメラなどの精密

機械測定業務に従事し、高度に安定した

測定を行う技能を持っています。
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広報つくばみらいのバックナンバーについて
ご希望の方は、伊奈庁舎秘書広聴課までお問い合わせください。
在庫があるものについてはお渡しできます。
また、市のホームページでもご覧になることができます。

第１回つくばみらい市少年柔道大会

●期日　平成19年12月１日
●結果　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）
　幼年の部　　第３位　　殿

との

岡
おか

　勁
けい

梧
ご

　（写真①中）

　５年生の部　第３位　　倉
くら

持
もち

　一
いっ

輝
き

　（写真①右）

　 5年生の部　第３位　　兼
かね

子
こ

　裕
ゆう

也
や

　（写真①左）

　 3年生の部　第３位　　大
おお

山
やま

　真
しん

弥
や

　（写真②右）

　６年生の部　第３位　　佐
さ

藤
とう

　祥
しょう

平
へい

　（写真②左）

　

①

②

デーブ大久保野球教室の開催

　１月20日、小絹小学校において、西武ライオンズの

バッティングコーチに就任された大
おお

久
く

保
ぼ

博
ひろ

元
もと

さんの野

球教室が、市民の方のご尽力により盛大に行われまし

た。

　当日、市内の少年野球チームから参加した約１２０

人の子どもたちは、大久保さんの指導を受け、熱心に

説明を聞き入っていました。

伊奈高　２グループが金賞受賞

　平成19年12月24日、常陸太田市の市民交流センター

で行われたコンテストで伊奈高校の二つのグループが

金賞を受賞しました。このうち、打楽器三重奏のグルー

プは、１月26日に宇都宮市文化会館で行われた第13回

東関東アンサンブルコンテストに出場し、銀賞を受賞

しました。東関東大会へは初出場であり、吹奏楽部創

設以来の快挙となりました。
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申
問

募

集

し

ま

す

募

集

し

ま

す

つ
く
ば
み
ら
い
市

臨
時
・
嘱
託
職
員
募
集

　

市
で
は
、
次
の
職
種
の
臨
時
職
員

お
よ
び
嘱
託
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
障
害
を
お

持
ち
の
方
も
お
申
し
込
み
い
た
だ
け

ま
す
。

　

な
お
、
次
の
受
験
資
格
時
の
年
齢

は
、平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
で
す
。

▼
申
込
先
＝
募
集
す
る
各
課

▼
申
込
期
間
＝
２
月
22
日
㈮
〜
３
月

　

７
日
㈮　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◎
臨
時
職
員

■
産
業
政
策
課

▼
募
集
職
種
＝
一
般
事
務

▼
勤
務
内
容
＝
事
務
補
助

▼
募
集
人
員
＝
２
人

▼
受
験
資
格
＝
普
通
運
転
免
許
を
所

　

持
し
、
パ
ソ
コ
ン
の
で
き
る
方

▼
勤
務
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
〜
午

　

後
５
時
15
分

▼
雇
用
期
間
＝
平
成
20
年
５
月
７
日

　

か
ら
約
４
か
月
程
度

▼
勤
務
場
所
＝
谷
和
原
庁
舎
産
業
政

　

策
課

▼
時
給
＝
８
４
０
円（
通
勤
手
当
有
）

▼
試
験
日
＝
３
月
27
日
㈭

▼
試
験
会
場
＝
谷
和
原
庁
舎
会
議
室

　
　
　

谷
和
原
庁
舎
産
業
政
策
課

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
８
１
４
２)

◎
嘱
託
職
員

■
図
書
館

▼
募
集
職
種
＝
司
書
補
助
員
（
有
資

　

格
者
）

▼
勤
務
内
容
＝
司
書
補
助
（
図
書
の

　

貸
出
、
返
却
、
配
架
、
読
書
相
談

　

な
ど
）

▼
募
集
人
員
＝
１
人

▼
受
験
資
格
＝
満
50
歳
以
下
の
方

※
週
３
日
勤
務
、
土
・
日
勤
務
可
能

　

な
方　
　

▼
勤
務
時
間
＝
午
前
９
時
30
分
〜
午

　

後
６
時
15
分
（
内
７
時
間
勤
務
）

▼
雇
用
期
間
＝
平
成
20
年
４
月
１
日

　

〜
平
成
21
年
３
月
31
日

▼
時
給
＝
８
９
０
円（
通
勤
手
当
有
）

▼
そ
の
他
＝
試
験
日
、
試
験
会
場
に

　

つ
い
て
は
後
日
連
絡
し
ま
す

　
　
　

市
立
図
書
館

☎
58
‐
３
７
１
０
（
直
通
）

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
９
１
４
１
）

申
問

福
岡
堰
土
地
改
良
区

新
規
採
用
職
員
募
集

　

福
岡
堰
土
地
改
良
区
で
は
、
平
成

20
年
度
内
新
規
採
用
職
員
を
募
集
し

ま
す
。

▼
職
種
＝
事
務
職
員
（
農
業
土
木
職

　

含
む
）

▼
募
集
人
員
＝
若
干
名

▼
受
験
資
格

・
高
校
卒
程
度
＝
昭
和
61
年
４
月
２

　

日
か
ら
平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で

　

に
生
ま
れ
た
方

・
短
大
卒
程
度
＝
昭
和
59
年
４
月
２

　

日
か
ら
昭
和
63
年
４
月
１
日
ま
で

　

に
生
ま
れ
た
方

・
大
卒
程
度
＝
昭
和
57
年
４
月
２
日

　

か
ら
昭
和
61
年
４
月
１
日
ま
で
に

　

生
ま
れ
た
方

▼
申
込
期
間
＝
３
月
３
日
㈪
〜
31
日

　

㈪　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
土

　

日
祝
祭
日
を
除
く
）

▼
試
験
日
・
試
験
会
場
＝
平
成
20
年

　

４
月
中
（
後
日
連
絡
）・
福
岡
堰

　

土
地
改
良
区
事
務
所

　
　
　

福
岡
堰
土
地
改
良
区
庶
務
課

☎
52
‐
４
２
３
２

申
問

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

①
２
等
陸
海
空
士
（
任
期
制
）
男
子

▼
受
験
資
格
＝
18
歳
以
上
27
歳
未
満

▼
受
付
＝
年
間
を
通
じ
て
毎
月
行
っ

　

て
い
ま
す
。

▼
試
験
日
お
よ
び
会
場
＝
受
付
時
に

　

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

②
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
・
技
能
）

▼
受
験
資
格

・
一
般
＝
18
歳
以
上
34
歳
未
満

・
技
能
＝
18
歳
以
上
で
保
有
す
る
技

　

能
に
応
じ
53
歳
〜
55
歳
未
満
の
方

▼
受
付
＝
４
月
14
日
㈪
ま
で

▼
試
験
日
＝
４
月
19
日
㈯
、20
日
㈰
、

　

21
日
㈪
※
い
ず
れ
か
一
日
を
指
定

▼
会
場
＝
各
人
に
通
知
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。

申
問

　
　
　

自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部

龍
ヶ
崎
事
務
所

☎
0
２
９
７
‐
64
‐
３
３
５
１

http://w
w
w
.m
od.go.jp/pco/

ibaraki/

青
年
国
際
交
流
事
業
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

内
閣
府
で
は
、
日
本
と
世
界
各
国

の
青
年
と
の
交
流
を
通
し
て
、
相
互

理
解
と
友
好
を
深
め
、
広
い
国
際
的

視
野
と
国
際
協
調
の
精
神
を
身
に
付

け
た
次
代
を
担
う
に
ふ
さ
わ
し
い
青

年
を
育
成
す
る
た
め
、
青
年
国
際
交

流
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
平
成
20
年
度
に
実
施
す
る

「
国
際
青
年
育
成
交
流
」（
９
月
）、「
日

本
・
中
国
青
年
親
善
交
流
」（
９
月
）、

「
日
本
・
韓
国
青
年
親
善
交
流
」（
９

月
）、「
世
界
青
年
の
船
」（
平
成
21
年

１
月
〜
３
月
）、「
東
南
ア
ジ
ア
青
年

の
船
」（
10
月
〜
12
月
）
の
参
加
青

年
（
18
歳
〜
30
歳
を
対
象
）
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

  

内
閣
府
政
策
統
括
官
（
共
生
社

会
政
策
担
当
）
付
国
際
第
一
担
当

☎
03
‐
３
５
８
１
‐
１
１
８
１

茨
城
県
女
性
青
少
年
課

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
２
１
８
３

問

情
報

お知らせらせ
Information－ －問

申 ･･･ 申し込み先

･･･ 問い合わせ先



21 －平成20年２月21日発行－

申
問

県
政
モ
ニ
タ
ー
・
女
性

特
派
員
を
募
集
し
ま
す

①
平
成
20
年
度
県
政
モ
ニ
タ
ー

▼
活
動
内
容
＝
県
政
に
つ
い
て
自
由

　

な
意
見
や
提
案
を
提
出
、
施
設
見

　

学
会
へ
の
参
加
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

　

査
へ
の
協
力
、
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ

　

の
出
席

▼
任
期
＝
平
成
20
年
委
嘱
の
日
か
ら

　

平
成
22
年
3
月
末
ま
で
の
２
年
間

▼
募
集
人
員
＝
50
人

▼
応
募
資
格

・
県
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方

・
常
勤
の
公
務
員
、
地
方
公
共
団
体

　

の
議
会
の
議
員
で
な
い
方

・
国
・
市
町
村
の
モ
ニ
タ
ー
お
よ
び

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
モ
ニ
タ
ー
と
兼

　

務
に
な
ら
な
い
方

・
過
去
５
年
間
に
県
政
モ
ニ
タ
ー
を

　

経
験
し
て
い
な
い
方

▼
応
募
方
法
＝
応
募
用
紙
（
伊
奈
庁

　

舎
秘
書
広
聴
課
に
あ
り
ま
す
。）　

　

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
応
募
締
切
＝
2
月
29
日
㈮

　
　
　

県
広
報
広
聴
課　

県
政
モ
ニ

タ
ー
担
当

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
２
１
２
３

℻  
　

０
２
９
‐
３
０
１
‐
２
１
６
８

〒
３
１
０
‐
８
５
５
５

　

水
戸
市
笠
原
町
９
７
８
‐
６

koho2@
pref.ibaraki.lg.jp

申
問

②
平
成
20
年
度
い
ば
ら
き
女
性
特
派

　

員
▼
活
動
内
容
＝
県
が
実
施
し
て
い
る

　

事
業
や
県
立
施
設
な
ど
に
関
す
る

　

テ
ー
マ
（
特
集
記
事
）
や
県
の
特

　

産
物
や
観
光
情
報
な
ど
広
報
広
聴

　

課
が
定
め
た
テ
ー
マ
（
コ
ラ
ム
）

　

に
関
し
て
、
取
材
を
行
い
、
取
材

　

後
に
広
報
紙
に
掲
載
す
る
原
稿
を

　

作
成
、
会
議
な
ど
へ
の
出
席

▼
任
期
＝
平
成
20
年
４
月
か
ら
平
成

　

21
年
3
月
末
ま
で
１
年
間

▼
募
集
人
員
＝
４
人

▼
応
募
資
格

・
県
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
女
性
の

　

方
・
常
勤
の
公
務
員
、
地
方
公
共
団
体

　

の
議
会
の
議
員
で
な
い
方

・
取
材
先
の
要
望
す
る
日
時
に
応
じ

　

て
取
材
で
き
る
方
（
平
日
の
日
中

　

の
取
材
が
主
）

・
自
分
で
取
材
先
に
移
動
で
き
る
方

　
（
県
内
全
域
が
取
材
範
囲
）

▼
謝 

礼
（
年
間
） 

＝
12
万
円

▼
応
募
方
法
＝
応
募
用
紙
を
提
出
し

　

て
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
、
県

　

広
報
広
聴
課
も
し
く
は
県
南
地
方

　

総
合
事
務
所
県
民
生
活
課
（
土
浦

　

合
同
庁
舎
）に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

　

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
応
募
締
切
＝
2
月
29
日
㈮

　
　
　

県
広
報
広
聴
課　

広
報
編
集

担
当

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
２
１
２
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
と
住
所
は
①
と
同
様

koho3@
pref.ibaraki.lg.jp

問 「
利
根
川
圏
域
河
川
整

備
計
画
」
へ
の
ご
意
見

を
募
集
し
て
い
ま
す

　

利
根
川
圏
域
の
県
が
管
理
し
て
い

る
河
川
を
対
象
に
、
洪
水
対
策
に
関

す
る
こ
と
（
治
水
）、
農
業
用
水
な

ど
の
河
川
水
の
利
用
に
関
す
る
こ
と

（
利
水
）、
河
川
環
境
の
保
全
に
関

す
る
こ
と
（
環
境
）
な
ど
に
つ
い
て

河
川
整
備
計
画
を
作
成
し
て
い
ま

す
。
計
画
に
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
計
画
の
原

案
を
公
表
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧

の
う
え
、
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

▼
縦
覧
期
間
＝
２
月
29
日
㈮
〜
３
月

　

14
日
㈮
（
土
日
、
祝
日
は
除
く
）

▼
縦
覧
場
所
＝
谷
和
原
庁
舎
建
設
課
、 

　

常
総
土
木
事
務
所
、
土
浦
土
木
事

　

務
所

※
期
間
中
に
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

も
原
案
を
ご
覧
に
な
る
こ
と
が
で

　

き
ま
す
。

　

  

谷
和
原
庁
舎
建
設
課　

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
８
１
８
１
）

常
総
土
木
事
務
所
道
路
河
川
整
備
第

二
課

☎
０
２
９
７
‐
42
‐
２
６
２
１

土
浦
土
木
事
務
所
河
川
整
備
課

☎
０
２
９
‐
８
２
２
‐
４
３
４
５

平
成　

年
度
学
院
生

追
加
募
集

▼
募
集
訓
練
課
＝
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制

　

御
科
お
よ
び
機
械
技
術
科

▼
定
員
お
よ
び
訓
練
期
間
＝
各
科
若

　

干
名　

２
年

▼
受
験
資
格
＝
高
等
学
校
ま
た
は
中

　

等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
方
（
卒

　

業
見
込
み
を
含
む
）
も
し
く
は
こ

　

れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る

　

と
認
め
ら
れ
る
方

▼
受
付
期
間
＝
３
月
19
日
㈬
ま
で
随

　

時　

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

▼
選
考
日
＝
毎
週
金
曜
日

　

  

県
立
土
浦
産
業
技
術
専
門
学
院

☎
０
２
９
‐
８
４
１
‐
３
５
５
１

問

20
お
知
ら
せ
し
ま
す

お
知
ら
せ
し
ま
す

も
う
一
度
働
き
た
い
！

あ
な
た
の
カ
ム
バ
ッ
ク

を
応
援

　

育
児
や
介
護
を
理
由
と
し
て
退
職

し
、
再
就
職
を
希
望
す
る
方
に

・
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
ト
コ
ン
サ

　

ル
タ
ン
ト
に
よ
る
個
別
面
談

・
職
場
体
験
講
習

・
再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
の
支
援
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま

す
。

　

 

㈶
21
世
紀
職
業
財
団
茨
城
事
務

所☎
０
２
９
‐
２
２
６
‐
２
４
１
３

問

◇◆市役所代表番号◆◇
　　☎ 58 - 2111（伊奈庁舎・谷和原庁舎共通）
　※旧谷和原村役場の番号（☎ 52 - 3141）にかけてもつながりますが、
　　谷和原庁舎への直通電話ではありません。（最初に伊奈庁舎の電話　
　　交換室につながり、その後各課に転送されます。）　
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お
知
ら
せ
し
ま
す

お
知
ら
せ
し
ま
す

お知らせらせ
Information－ －問

申 ･･･ 申し込み先

･･･ 問い合わせ先

火
災
時
の
サ
イ
レ
ン
に

つ
い
て

　

市
で
は
、火
災
が
発
生
し
た
場
合
、

市
内
１
１
８
カ
所
に
設
置
さ
れ
た
防

災
行
政
無
線
屋
外
子
局
の
ス
ピ
ー

カ
ー
か
ら
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
サ
イ
レ
ン
は
、
火
災
の
延
焼

拡
大
を
防
止
し
、
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
る
た
め
、
消
防
団
員
を
招
集
す

る
と
と
も
に
、
火
災
の
発
生
し
た
地

域
住
民
の
方
々
へ
火
災
発
生
を
お
知

ら
せ
し
、
一
刻
も
早
く
火
災
に
気
づ

い
て
い
た
だ
き
、
無
事
に
避
難
し
て

い
た
だ
く
た
め
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

屋
外
子
局
付
近
の
皆
さ
ま
に
は
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
趣
旨

を
ご
理
解
の
う
え
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
　

  

伊
奈
庁
舎
総
務
課　

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
２
１
５
）

児
童
福
祉
課
か
ら
の

　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

①
ひ
と
り
親
相
談
を
受
け
て
い
ま
す

　

母
子
家
庭
・
寡
婦
・
父
子
家
庭
の

方
の
養
育
や
生
活
全
般
で
の
悩
み
ご

と
な
ど
、
自
立
に
向
け
て
総
合
的
な

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。 

　

ま
た
、
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付

下
水
道
課
か
ら
の

　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

①
下
水
道
料
金
等
変
更
の
お
知
ら
せ

　

現
在
の
市
内
の
下
水
道
に
は
、

▼
市
が
整
備
管
理
し
て
い
る

・
公
共
下
水
道

・
農
業
集
落
排
水

・
コ
ミ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ト

▼
取
手
地
方
広
域
下
水
道
組
合
が
整

　

備
管
理
し
て
い
る

・
公
共
下
水
道

の
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
う
ち
、
市
が
整
備
管
理
し

て
い
る
下
水
道
は
、
１
月
の
広
報
で

お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
４
月
か
ら

料
金
体
系
等
を
変
更
し
ま
す
。

○
使
用
料
金
体
系
の
変
更

　

農
業
集
落
排
水
は
、
合
併
前
の
旧

町
村
毎
の
別
々
の
料
金
体
系
を
、
水

道
使
用
量
割
り
の
料
金
体
系
に
統
一

し
、
併
せ
て
、
公
共
下
水
道
の
基
本

料
金
部
分
を
変
更
し
、
一
つ
の
料
金

体
系
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

○
料
金
の
納
付
方
法
の
変
更

　

公
共
下
水
道
と
旧
谷
和
原
村
の
農

業
集
落
排
水
は
、
２
ヶ
月
分
を
ま
と

め
て
、
隔
月
毎
に
納
付
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
し
た
が
、
旧
伊
奈
町
の
農

業
集
落
排
水
と
コ
ミ
ニ
テ
ィ･
プ
ラ

ン
ト
の
よ
う
に
、
１
ヶ
月
分
づ
つ
毎

月
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

変
更
し
ま
し
た
。

②
乾
燥
汚
泥
肥
料
の
配
布
申
し
込
み

　

に
つ
い
て

　

農
業
集
落
排
水
処
理
場
の
汚
泥

を
、
約
７
０
０
度
の
熱
風
で
乾
燥
さ

せ
た
顆か

粒
り
ゅ
う

状
の
乾
燥
汚
泥
肥
料
を
、

無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

家
庭
菜
園
や
花
壇
な
ど
の
肥
料
に

お
使
い
く
だ
さ
い
。

▼
内
容
量
＝
１
袋
約
10
㎏
入
り

▼
成
分

・
窒　

素
＝
約　

％

・
リ
ン
酸
＝
約　

％

・
加　

里
＝
約　

％
未
満

▼
申
込
方
法
＝
下
水
道
課
ま
で
お
電

　

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
限
度
数
＝
１
世
帯
５
袋
ま
で

▼
対
象
者
＝
原
則
市
内
在
住
の
方

　

で
、
小
絹
水
処
理
セ
ン
タ
ー
ま
で

　

受
け
取
り
に
来
ら
れ
る
方

※
定
期
的
に
生
産
し
て
い
ま
す
が
、

　

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
予

　

約
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

　

す
。
在
庫
の
有
無
に
つ
い
て
は
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
再
度
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
肥
料

　

を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
１
ヶ
月
以

　

上
経
過
し
て
か
ら
の
予
約
と
な
り

　

ま
す
。

　
　
　

下
水
道
課
（
小
絹
水
処
理
セ

ン
タ
ー
内
）　

☎
52
‐
３
９
３
９

申
問

4.56.20.5

条
件
付
一
般
競
争
入
札

制
度
を
導
入
し
ま
す

　

市
で
は
、
入
札
・
契
約
制
度
の
透

明
性
、
競
争
性
、
公
正
性
の
一
層
の

向
上
お
よ
び
事
務
の
効
率
化
を
図
る

た
め
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
市
が
発

注
す
る
設
計
金
額
が
一
千
万
円
以
上

の
建
設
工
事
に
つ
い
て
、
条
件
付
一

般
競
争
入
札
（
入
札
書
郵
送
・
事
後

審
査
方
式
）
を
実
施
し
ま
す
。

　

条
件
付
一
般
競
争
入
札
に
つ
い
て

公
告
し
た
「
入
札
参
加
要
件
」
を
満

た
し
て
い
る
者
で
あ
れ
ば
、
入
札
書

を
郵
送
す
る
こ
と
で
入
札
に
参
加
で

き
、
開
札
後
に
最
低
価
格
の
入
札
者

を
落
札
候
補
者
と
し
て
入
札
参
加
要

件
の
審
査
を
行
い
、
落
札
者
を
決
定

し
ま
す
。

　

条
件
付
一
般
競
争
入
札
の
概
要
な

ど
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
入
札
・

契
約
情
報
）
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

  

伊
奈
庁
舎
財
政
課

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
２
３
１
）

問
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戦
没
者
遺
族
に
対
す
る

第
８
回
特
別
弔
慰
金
の

支
給
に
つ
い
て

　

平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
引
き
続

き
、
戦
没
者
遺
族
に
対
す
る
第
８
回

特
別
弔
慰
金
の
請
求
の
受
付
を
し
て

い
ま
す
。
受
付
期
限
を
過
ぎ
る
と
、

特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
権
利
が
消
滅

す
る
た
め
、
請
求
が
お
済
で
な
い
方

は
、
至
急
、
請
求
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
支
給
対
象
＝
平
成
17
年
４
月
１
日

　

に
お
い
て
、
戦
没
者
死
亡
に
関
す

　

る
年
金
給
付
（
公
務
扶
助
料
、
遺

　

族
年
金
、
遺
族
給
付
年
金
な
ど
）

　

を
受
け
て
い
な
い
ご
遺
族

▼
支
給
順
位
＝
次
の
順
番
に
よ
る
先

　

順
位
の
ご
遺
族
1
人
で
す
。

①
平
成
17
年
４
月
１
日
ま
で
に
弔
慰

　

金
（
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援

　

護
法
）
を
受
け
た
者

②
戦
没
者
の
子

③
戦
没
者
と
１
年
以
上
生
計
関
係
を

　

有
し
、
か
つ
、
戦
没
者
と
氏
が
同

　

じ
で
あ
る
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、

　

兄
弟
姉
妹

④
右
記
③
以
外
の
父
母
、
孫
、
祖
父

　

母
、
兄
弟
姉
妹

⑤
右
記
①
〜
④
以
外
の
ご
遺
族
で
、

　

戦
没
者
の
死
亡
時
ま
で
１
年
以
上

　

生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
３
親
等

　

内
の
親
族

▼
支
給
額
＝
40
万
円
（
10
年
償
還
）

▼
受
付
場
所
＝
伊
奈
庁
舎
社
会
福
祉

　

課
▼
受
付
期
限
＝
平
成
20
年
３
月
31
日

㈪▼
必
要
書
類
＝
請
求
書
類
は
社
会
福

　

祉
課
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
、
戸

　

籍
な
ど
も
必
要
に
な
り
ま
す
の

　

で
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ 

　

さ
い
。

　
　

問
伊
奈
庁
舎
社
会
福
祉
課

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
１
５
２
）

申
問

農
業
委
員
会
か
ら
の

　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

①
農
地
の
埋
立
て
・
盛
土
に
つ
い
て

　

農
地
は
、
皆
さ
ん
の
食
生
活
を
支

え
る
か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
す
。

　

そ
こ
に
耕
作
に
適
さ
な
い
土
な
ど

を
入
れ
て
し
ま
う
と
復
元
が
困
難
に

な
り
、
地
域
農
業
に
と
っ
て
大
き
な

損
失
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

農
地
の
埋
立
て
や
盛
土
を
行
う
場

合
に
は
、
許
可
ま
た
は
届
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
行
為
を
す
る
前

に
必
ず
地
元
農
業
委
員
ま
た
は
農
業

委
員
会
事
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

②
農
業
委
員
会
各
種
申
請
受
付
期
間

　

３
月
の
各
種
申
請
の
受
付
期
間
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
受
付
期
間
＝
３
月
10
日
㈪
〜
14
日
㈮

③
標
準
小
作
料
に
つ
い
て

　

２
月
１
日
よ
り
、
標
準
小
作
料
が

改
定
に
な
り
ま
し
た
。

・
田
の
部
＝
２
万
円
（
10
㌃
当
り
）

・
畑
の
部
＝
９
千
円 

（
10
㌃
当
り
）

　
　
　

谷
和
原
庁
舎
農
業
委
員
会
事

務
局　

☎
58
‐
２
１
１
１

（
内
線
８
１
２
０
〜
８
１
２
２
）

申
問

◇◆◇掲示板に書き込みを◇◆◇
　市のホームページに、「市民交流掲示板」
を設置しています。皆様の情報の交換の場
としてどうぞご利用ください。利用の際は、
ルールを必ず守ってください。

問 に
関
す
る
情
報
提
供
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

※
相
談
内
容
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

　

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

　

い
。 

▼
相
談
方
法

・
電
話
相
談
＝
直
接
相
談
に
来
ら
れ

　

な
い
と
き
や
、
電
話
の
ほ
う
が
相

　

談
し
や
す
い
と
き

・
来
所
相
談
＝
直
接
会
っ
て
相
談
し

　

た
い
と
き
や
、
相
談
内
容
が
複
雑

　

な
と
き 

▼
相
談
を
受
け
る
と
こ
ろ

・
場
所
＝
伊
奈
庁
舎
児
童
福
祉
課

　
（
相
談
は
相
談
室
で
行
い
ま
す
。） 

・
電
話
＝
58
‐
２
１
１
１

　
（
内
線
１
１
６
１
）

・
担
当
者
＝
自
立
支
援
員
（
舟ふ

な

見み

）

・
相
談
日
お
よ
び
時
間
＝
月
〜
水
曜

　

日　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

※
予
約
で
き
る
方
は
事
前
に
予
約
し

　

て
く
だ
さ
い

　

費
用
は
一
切
無
料
で
す
。

②
市
立
保
育
所
送
迎
バ
ス
事
業
の
終 

　

了
に
つ
い
て

　

谷
和
原
第
１
保
育
所
お
よ
び
谷
和

原
第
２
保
育
所
で
実
施
し
て
い
ま
し

た
送
迎
バ
ス
事
業
に
つ
い
て
、
利
用

者
の
減
少
に
よ
り
、
平
成
20
年
３
月

31
日
を
も
ち
ま
し
て
終
了
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ご
理
解
・
ご
協
力
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

  

伊
奈
庁
舎
児
童
福
祉
課　

☎
58
‐
２
１
１
１

（
内
線
１
１
６
０
・
１
１
６
１
）

茨
城
県
最
低
賃
金

　
　

改
正
の
お
知
ら
せ

　

守
ろ
う
！
確
か
め
よ
う
！

　

こ
の
最
低
賃
金

　

茨
城
県
内
で
事
業
を
営
む
使
用
者

と
そ
の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て
の
労

働
者（
臨
時
に
雇
用
さ
れ
る
者
、パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を

含
み
ま
す
）
に
適
用
さ
れ
る
茨
城
県

最
低
賃
金
が
、
時
給
６
６
５
円
（
引

き
上
げ
額
10
円
）
に
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

  

茨
城
県
労
働
局
労
働
基
準
部
賃

金
室

☎
０
２
９
‐
２
２
４
‐
６
２
１
６

http://w
w
w
.ibarakiroudou

kyoku.go.jp/

問
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お
知
ら
せ
し
ま
す

お
知
ら
せ
し
ま
す

就
学
援
助
制
度

　
　
　
　
　

に
つ
い
て

　

市
で
は
、
お
子
さ
ま
が
義
務
教
育

の
た
め
市
内
の
小
中
学
校
に
通
学
す

る
う
え
で
、
経
済
的
に
困
っ
て
い
る

保
護
者
の
方
に
対
し
、
学
用
品
費

や
給
食
費
な
ど
を
援
助
す
る
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
援
助
を
受
け
よ
う

と
す
る
方
は
、
申
請
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方

　

生
活
保
護
世
帯
（
要
保
護
）、
ま

た
は
こ
れ
に
準
ず
る
世
帯
（
準
要
保

護
）
と
教
育
委
員
会
が
認
定
し
た
世

帯
。

▼
援
助
の
内
容

　

学
用
品
費
・
通
学
用
品
費
・
校
外

活
動
費
・
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品

費
・
修
学
旅
行
費
・
医
療
費
（
学
校

保
健
法
に
よ
り
治
療
の
指
示
を
受
け

た
疾
病
に
限
る
）・
給
食
費
な
ど
で

教
育
委
員
会
が
定
め
た
金
額
（
国
の

基
準
に
準
ず
る
）

▼
申
請
方
法

　

申
請
さ
れ
る
方
は
、
各
小
中
学
校

に
用
意
し
て
あ
る
所
定
の
就
学
援

助
費
申
請
書
及
び
収
入
申
告
書
に
記

入
・
押
印
し
、
前
年
中
の
収
入
の
わ

か
る
証
明
書
等
を
添
付
の
う
え
、
在

学
の
学
校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
申
請
時
期

　

申
請
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
支
給
期
間
は
、
必
要

書
類
を
在
学
の
学
校
へ
提
出
し
た
月

の
翌
月
か
ら
と
な
り
ま
す
。

※
援
助
を
受
け
た
い
方
は
、
事
前
に

　

学
校
・
教
育
委
員
会
な
ど
に
ご
相

　

談
く
だ
さ
い
。

※
申
請
さ
れ
る
と
、
家
庭
状
況
を
調

　

べ
る
た
め
に
、
地
区
担
当
民
生
委

　

員
が
自
宅
へ
訪
問
し
ま
す
の
で
、

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

谷
和
原
庁
舎
学
校
教
育
課

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
８
２
０
４)

申
問

茨
城
労
働
局
雇
用
均
等

室
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

職
場
で
の
妊
娠
に
よ
る
解
雇
・
不

利
益
、
性
差
別
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
は
、
茨
城
労
働
局

雇
用
均
等
室
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
！

▼
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
に
基
づ
く

　

紛
争
解
決
援
助
制
度
を
ご
利
用
に

　

な
れ
ま
す
。

▼
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

　

つ
い
て
は
、
毎
週
火
・
木
曜
日
は

　

専
門
の
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
、
お
電

　

話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

  

茨
城
労
働
局
雇
用
均
等
室　

☎
０
２
９
‐
２
２
４
‐
６
２
８
８

問

ご
参
加
く
だ
さ
い

ご
参
加
く
だ
さ
い

市
文
化
協
会
合
同
事
業

映　

画　

会

　

市
文
化
協
会
で
は
、
文
化
振
興
事

業
と
し
て
映
画
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
は
「
あ
か
ね
空
」
を
上
映
し

ま
す
。

　

こ
の
作
品
は
、
ワ
ー
プ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
江
戸
で
ロ
ケ
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

「
あ
か
ね
空
」

　

夫
婦
だ
か
ら
許
し
合
い
、
家
族
だ

か
ら
こ
そ
助
け
合
う
・
・
・

　

原
作
は
平
成
の
時
代
小
説
界
の
第

一
人
者
、
山
本
一
力
氏
の
直
木
賞
受

賞
作
品
。

▼
期
日
＝
３
月
16
日
㈰

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
方

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
会
場
・
上
映
時
間

★
谷
和
原
公
民
館　

大
会
議
室

　

開
場　

午
前
９
時

　

上
映　

午
前
９
時
30
分
〜

★
き
ら
く
や
ま
ふ
れ
あ
い
の
丘

　
　
　
　

世
代
ふ
れ
あ
い
の
館

　

開
場　

午
後
１
時

　

上
映　

午
後
１
時
30
分
〜

▼
主
催　

市
文
化
協
会

　

  

つ
く
ば
み
ら
い
市
文
化
協
会
事

務
局（
谷
和
原
庁
舎
生
涯
学
習
課
内
）

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
８
２
１
２
）

問

お知らせらせ
Information－ －問

申 ･･･ 申し込み先

･･･ 問い合わせ先
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問 ネ
ッ
ト
伊
奈
会
員
を
募

集
し
ま
す

　

ネ
ッ
ト
伊
奈
で
は
、
一
緒
に
活

動
し
て
く
だ
さ
る
方
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー

カ
ー
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ネ
ッ
ト
伊
奈
と
は
、「
大
好
き
い
ば

ら
き
県
民
運
動
」
に
参
加
し
て
い
る

団
体
で
、
身
の
回
り
に
あ
る
環
境
や

福
祉
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
み

ん
な
が
力
を
出
し
合
い
、「
明
る
く
、

楽
し
く
、
無
理
な
く
活
動
し
て
い
こ

う
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
「
や
さ
し
さ
と

ふ
れ
あ
い
の
あ
る
茨
城
づ
く
り
」
を

進
め
て
い
ま
す
。

・
活
動
内
容
＝
県
民
運
動
の
参
加
・

　

普
及
、
地
域
活
動
の
実
践
、
地
域

　

団
体
と
の
連
携
・
調
整
な
ど
（
行

　

政
主
体
で
は
な
く
住
民
主
体
の
団

　

体
で
す
）

第
７
回
き
ら
く
や
ま
音
楽
祭

▼
日
時
＝
４
月
６
日
㈰　

午
後
０
時

　

30
分
開
場
（
午
後
１
時
開
演
）

▼
開
場
＝
き
ら
く
や
ま
世
代
ふ
れ
あ

　

い
の
館

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
内
容
＝
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
ハ
ワ
イ
ア

　

ン
バ
ン
ド
演
奏
な
ど

▼
主
催
＝
大
好
き
い
ば
ら
き
県
民
会

　

議
「
ネ
ッ
ト
伊
奈
」

　

  

占う
ら

部べ　

☎
58
‐
７
１
６
８

講
演
会
「
う
つ
と
自
殺

を
考
え
る
」

　

全
国
で
年
間
約
３
万
人
が
自
殺
で

命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。
ご
家
族
や

ご
友
人
な
ど
身
近
な
方
で
、
悩
ん
で

い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

　

自
殺
や
そ
の
背
景
に
多
く
あ
る
う

つ
に
は
、
何
か
し
ら
の
サ
イ
ン
が
あ

り
ま
す
。
大
切
な
人
の
サ
イ
ン
を
見

逃
さ
な
い
よ
う
に
、
一
緒
に
勉
強
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
う
つ
と
自
殺
に
つ

い
て
考
え
る
講
演
会
を
企
画
し
ま
し

た
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
３
月
７
日
㈮　

午
後
１
時

　

30
分
〜
３
時
30
分

▼
会
場
＝
谷
和
原
保
健
福
祉
セ
ン

　

タ
ー　

研
修
室

▼
講
師

　

取
手
心
理
オ
フ
ィ
ス　

樫か
し

村む
ら

通み
ち

子こ

　

先
生
（
臨
床
心
理
士
）

　

全
国
精
神
障
害
者
団
体
連
合
会　

　

黒く
ろ

川か
わ

常
じ
ょ
う

治じ

さ
ん
（
当
事
者
）

▼
定
員
＝
50
人

　

事
前
申
し
込
み
、　

先
着
順

▼
参
加
費
＝
無
料

　
　
　

健
康
増
進
課
（
伊
奈
保
健
セ

ン
タ
ー
内
）　

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
９
２
１
１
）

申
問

第
５
回
確
か
な
「
家
づ

く
り
」
＆
「
土
地
」

情
報
博
覧
会

▼
内
容
＝
日
本
最
大
ハ
ウ
ス
メ
ー

　

カ
ー
か
ら
地
場
工
務
店
ま
で
約
８

　

社
に
よ
る
建
築
情
報
の
一
括
提

　

供
、
セ
ミ
ナ
ー
講
演

▼
日
時
＝
３
月
９
日
㈰　

午
前
10
時

　

30
分
〜
午
後
４
時
30
分

▼
会
場
＝
つ
く
ば
国
際
会
議
場
１
階

　

多
目
的
ホ
ー
ル

▼
定
員
＝
な
し
（
一
部
セ
ミ
ナ
ー
の

　

み
１
６
０
人
）

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
そ
の
他
＝
事
前
申
し
込
み
を
さ
れ

　

た
方
に
は
、
当
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

　

差
し
上
げ
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

　

ト
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
「
氏
名
、

　

住
所
、
電
話
番
号
、
参
加
人
数
」

　

を
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
　
　

家
づ
く
り
情
報
支
援
セ
ン

タ
ー　

家か

楽ら

暮く

ね
っ
と　

☎
０
１
２
０
‐
６
４
６
‐
０
７
７

（
平
日
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）

℻   

03
‐
６
２
１
４
‐
５
７
８
６

http://w
w
w
.karakunet.jp/

申
問

今
こ
そ
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

若
者
就
職
面
接
会
の
お

知
ら
せ

　

34
歳
以
下
で
お
仕
事
を
お
探
し
の

方
を
対
象
に
就
職
面
接
会
を
開
催
し

ま
す
。

申
問

▼
日
時
＝
３
月
５
日
㈬　

午
後
１
時

　

30
分
〜
３
時
30
分
（
受
付
開
始
午

　

後
１
時
〜
）

▼
会
場
＝
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
東
雲　

　
（
つ
く
ば
市
小
野
崎
４
８
８
‐
１
）

▼
対
象
者
＝
34
歳
以
下
で
仕
事
を
お

　

探
し
の
方
（
平
成
20
年
３
月
に
大

　

学
な
ど
を
新
規
に
卒
業
す
る
方
も

　

対
象
で
す
。）

▼
事
業
所
お
よ
び
求
職
者
数
（
予
定
）

・
参
加
事
業
所
数
＝
約
50
社

・
求
職
者
数
＝
約
２
０
０
人

　
　
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
常
総

☎
22
‐
８
６
０
９

つ
く
ば
み
ら
い
市
民

　
　
　
　
　

囲
碁
大
会

　

市
文
化
協
会
囲
碁
将
棋
部
囲
碁
同

好
会
伊
奈
支
部
お
よ
び
や
わ
ら
囲
碁

ク
ラ
ブ
で
は
、
市
民
囲
碁
大
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

囲
碁
を
通
し
て
愛
好
者
の
相
互
の

親
睦
を
深
め
、
ま
た
実
力
を
試
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
＝
３
月
２
日
㈰　

午
前
９
時

　

〜
（
昼
食
付
き
）

▼
会
場
＝
き
ら
く
や
ま
ふ
れ
あ
い
の

　

丘
す
こ
や
か
福
祉
館
教
養
娯
楽
室

▼
参
加
資
格
＝
市
内
在
住･

在
勤
の
方

▼
参
加
費
＝
千
円

▼
申
込
期
限
＝
２
月
29
日
㈮

▼
主
催
＝
市
文
化
協
会
囲
碁
将
棋
部
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０
８
２
６　

　
　
　

藤ふ
じ

井い　

☎
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‐
２
１
４
７

申
問

◇◆◇掲示板に書き込みを◇◆◇
　市のホームページに、「市民交流掲示板」
を設置しています。皆様の情報の交換の場
としてどうぞご利用ください。利用の際は、
ルールを必ず守ってください。
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情
報

お知らせらせ
Information－ －問

申 ･･･ 申し込み先

･･･ 問い合わせ先

ス
ク
エ
ア
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ン
ス
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体
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て
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て
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日
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８
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７
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ど
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）
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２
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９
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２
９
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０
５
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予科練平和記念館建設にご協力ください

　阿見町では、予科練を主体とした戦史の記録を保存・伝承し、広く平和実現に向けて、その一翼を担うための「予

科練平和記念館」の建設を進めています。

　この記念館は、かつて全国から集まった多くの若者たちが、自ら求めて厳しい訓練に耐え、国のためにと信じ

て特攻隊員として散華したという事実など予科練に関する歴史事実を中心に整備するもので、平成21年度完成を

目指しています。

　このたび、予科練関係の方々やご遺族をはじめ、全国のご理解を頂ける方々から予科練に関する資料はもとよ

り、建設資金の一部をについてのご支援をお願いしているところです。

　国民的遺産というべき予科練の歴史を後世に伝えるため、予科練平和記念館建設を皆さまのお力でぜひ実現し

たいと考えていますので、ご支援・ご協力をお願いします。

◆お問い合わせ先
　  阿見町役場　予科練平和記念館整備推進室
　☎０２９‐８８８８‐１１１１（内線２６０・２６１）
　http://www.town.ami.ibaraki.jp/
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◇◆市役所代表番号◆◇
　　☎ 58 - 2111（伊奈庁舎・谷和原庁舎共通）
　※旧谷和原村役場の番号（☎ 52 - 3141）にかけてもつながりますが、
　　谷和原庁舎への直通電話ではありません。（最初に伊奈庁舎の電話　
　　交換室につながり、その後各課に転送されます。）　

お
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し
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問
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保健だより保健だより
■平成20年度健康診断のお知らせ
　～ご自宅に受診券を郵送します。ご確認ください。～

　次の方には、３月中旬に健康診断受診券を郵送する予定です。この受診券は平成20年度に健康診断（基本健康診査、特定

健康診査）を受診する際に必要となります。

　・18歳以上40歳未満の方　⇒　基本健康診査の受診券

　　※税金が特別徴収の方は除いています。受診を希望される場合はご連絡ください。

　・40歳以上75歳未満のつくばみらい市国民健康保険加入者　⇒　特定健康診査の受診券

　　※40歳以上75歳未満の方は、各医療保険者から特定健康診査の受診券が配布されます。

　　　国民健康保険以外の方は、各医療保険者にお問い合わせください。

　・75歳以上の方　⇒　基本健康診査の受診券　　　

　・65歳以上75歳未満でつくばみらい市国民健康保険加入者以外の方　⇒　介護予防スクリーニング検診のお知らせ

　　※要介護１～５の方は除いています。

　受診券が届かない方でも、下記の検診は受診できます。

　　・結核検診（18歳以上の方）　　　　　　　　　　　　　　　    ・子宮がん検診（20歳以上の女性の方）

　　・肝炎ウィルス検診（40歳～ 74歳の方）　　　　　　　　　      ・乳がん検診（20歳以上の女性の方）

　　・介護予防スクリーニング検診（65歳以上の方）　　　　　　    ・骨粗しょう症検診（18歳以上の方）

　　・胃がん検診（18歳以上の方）　　　　　　　　　　　　　        ・成人歯科検診（18歳以上の方）

　　・大腸がん検診（18歳以上の方）

　　・肺がん検診（40歳以上の方）

　　・喀痰細胞診（肺がん検診を受診する方）

　　・前立腺がん検診（50歳以上の男性の方）

※各健診の日程については、つくばみらい市健康管理予定表・

　広報・ホームページをご覧ください。

■献血のお知らせ
　皆さまのご協力をお願いします。

○期日　３月10日㈪
　＜午前の部＞時間：午前9時30分～正午

　　　　　　　場所：カスミ谷井田店

　＜午後の部＞時間：午後１時30分～３時30分

　　　　　　　場所：茨城みなみ農協本所（谷井田）

○期日　３月28日㈮

　＜午前の部＞時間：午前９時～正午

　　　　　　　場所：谷和原庁舎

　＜午後の部＞時間：午後１時30分～４時

　　　　　　　場所：小絹コミュニティセンター

◆問い合わせ先
　健診に関すること
　　健康増進課　☎ 25- 2100
　　国保年金課　☎ 58 - 2111(内線1187)
　介護予防スクリーニング検診に関すること
　　介護保険課　☎ 58 - 2111(内線1173)

◆問い合わせ先
　健康増進課（谷和原保健センター内）　☎ 25- 2100
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■肝炎ウイルス検診のお知らせ

　肝臓に炎症が起き、肝細胞が壊れて働きが悪くなる病気を肝炎といいます。肝臓病といえばお酒の飲みすぎを思い浮かべ

る人が多いと思いますが、日本でもっとも多い肝臓病はウイルスによる肝炎です。

“沈黙の臓器” といわれる肝臓は、ひどくなるまでほとんど自覚症状が現れません。しかし、感染に気づかず放置しておくと

20～ 30年かけて慢性肝炎、肝硬変さらには肝臓がんと進行することが少なくありません。

　こうした状況をふまえ、市では『B型肝炎・C型肝炎ウイルス検診』を実施しています。この機会にぜひ、肝炎ウイルス検

診を受けられますようお勧めします。

検診日 会場 受付時間 申込時間

３月19日㈬
谷和原保健福祉センター 午前10時～ 10時30分

２月25日㈪～３月14日㈮
伊奈保健センター 午後１時30分～２時

◎対象者：40歳以上74歳以下の方で、今までに肝炎ウイルス検診を受けたことのない方

◎検査方法：採血検査　　

◎自己負担金：１，０００円

申 込 方 法：①申込受付専用電話　☎ 2
にっ

5
こり

 - 2
つく

9
ば

8
みらい

3
　　　　　　　②谷和原保健福祉センター・伊奈保健センター窓口
申込受付時間：午前９時～午後５時(土日、祝日を除く)
※上記以外の方法による受け付けは一切行いません。また、同一世帯のご家族以外の申し込み受け付けはできません。
※申し込み受け付けの際、「氏名」「住所」「生年月日」「電話番号」をお聞きします。

≪肝炎ウイルス検診申込方法≫

◆問い合わせ先
　健康増進課
（谷和原保健福祉センター内）
　☎ 25 - 2100

■妊産婦さんにやさしい環境づくり

　市では、母子健康手帳交付時にマタニティマークの入ったキーホルダーを

配布し、妊婦の方に身につけていただいています。今回マタニティマーク

がデザインされた「妊産婦・乳児優先駐車場」を庁舎（伊奈２台分・谷和

原１台分）・谷和原保健福祉センター２台分・伊奈保健センター（予定）の

駐車スペースを確保しました。

　小さな命をサポートするために妊産婦さんへの気遣いなど優しい環境づ

くりにみなさんのご理解とご協力をお願いします。

　「マタニティマーク」の詳しいことは、厚生労働省ホームページをご参照

ください。

・厚生労働省ホームページ
　http://www.mhlw.go.jp/houdou/2006/03/h0301-1.html
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３月保健カレンダー
１ 土 健康増進室利用講習会　午前９時30分～

３ 月
２歳児歯科健診　午後１時～２時
　場所：伊奈保健センター
　対象：平成17年11・12・平成18年１月生

４ 火 健康増進室利用講習会　午前９時30分～

５ 水
移動健康相談　午前９時30分～ 11時30分
　場所：みらい平陽光台集会所
ミニ教室【肩こり・腰痛】　午前10時～

６ 木 ミニ教室【チューブ運動】　午後７時30分～

７ 金

離乳食教室(予約制）　   ①午前10時～10時50分
　　　　　　　　　　　②午前11時～11時50分
　場所：伊奈保健センター
ミニ教室【バランスボール】　午前11時～

８ 土 健康増進室利用講習会　午後１時30分～

11 火

ひよこ広場　午前10時～ 11時30分
　場所：谷和原公民館
育児相談（予約制）　午前９時～ 11時30分
　場所：谷和原保健福祉センター

12 水

３～４か月児健診　午後１時～２時
　場所：谷和原保健福祉センター
　対象：平成19年11・12月生
健康増進室利用講習会　午後６時30分～
ミニ教室【肩こり・腰痛】　午前10時～

13 木 ミニ教室【チューブ運動】　午後７時30分～

14 金

３～４か月児健診　午後１時～２時
　場所：伊奈保健センター
　対象：平成19年11・12月生
ミニ教室【バランスボール】　午前11時～

16 日 健康増進室利用講習会　午後６時～

19 水

肝炎ウィルス検診(予約制)
　場所：谷和原保健福祉センター
　　　　午前10時～ 10時30分
　　　　伊奈保健センター
　　　　午後1時30分～ 2時

20 木 健康増進室利用講習会　午後１時30分～
21 金 ミニ教室【バランスボール】　午前11時～

25 火

健康相談（予約制）　午前９時～ 10時30分
　場所：伊奈保健センター
こころの健康相談（予約制）　午後１時30分～
　場所：伊奈保健センター

26 水 ミニ教室【肩こり・腰痛】　午前10時～
27 木 ミニ教室【チューブ運動】　午後７時30分～
28 金 ミニ教室【バランスボール】　午前11時～

＜健康増進室利用について＞
●場 所　谷和原保健福祉センター
●対 象 者　健康増進室利用講習会を受講された方
●使 用 料　100円（免除制度あり）

※健康増進室利用講習会について
　「運動機器の取り扱い方や体力測定」などを行います。
健康増進室は、この講習会を受講された方のみご利用いた
だけます。事前の申し込みが必要になります。
　講習会に来られる方は、室内運動靴・運動しやすい服装・
汗ふきタオルなどをご持参ください。
●対 象 者　市内在住・在勤・在学者で16歳以上の方
●定 員　各日とも８人（※予約制）
●申込方法　谷和原保健福祉センター内健康増進課まで、
　　　　　　電話または窓口で直接お申し込みください。
　　　　　　申し込みは本人、家族のみです。
●申 込 日　２月25日㈪受付開始
　　　　　　月～金曜日（土・日・祝日を除く）の午前８
　　　　　　時30分～午後５時15分

※ミニ教室について
　健康増進室利用講習会を受講された方のみ、ミニ教室の
予約ができます。（申込方法・申込日は講習会と同じ）
　都合により休講、または変更になる場合があります。
●定 員　各日とも17人（※予約制）
　　　　　　　※定員になり次第締め切り
●参 加 費　１００円（免除制度あり）
☆詳しくは健康増進課までお問い合わせください。
　申し込み先　健康増進課　☎ 25 - ２１００

★健康増進室の利用時間
　・火～土曜日：午前９時～午後９時
　・日　曜　日：午前９時30分～午後８時
　※月曜日は休室になります。
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や
す
い
も
の
か

　

ら
離
れ
た
場
所
で
使
用
し
ま
し
ょ
う

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

　

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
し
ま
し
ょ
う

☆
４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

　

火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う

・
寝
具
や
衣
類
か
ら
火
災
を
防
ぐ
た
め

　

に
、
燃
え
に
く
い
製
品
（
防
炎
品
）

　

を
使
用
し
ま
し
ょ
う

 

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に

　

消
火
器
な
ど
を
用
意
し
ま
し
ょ
う

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
た

　

ち
を
守
る
た
め
に
、
近
所
の
協
力　

　

体
制
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

◆
問
い
合
わ
せ
先

※
病
院
・
医
療
機
関
の
案
内･･･

常
総

　

広
域
消
防
本
部
司
令
課　

　

☎
23
‐
０
１
１
９

※
火
災
・
緊
急
・
災
害
な
ど
の
情
報
（
音

　

声
ア
ナ
ウ
ン
ス
）

　

☎
22
‐
０
１
１
９



31 －平成20年２月21日発行－

休日当番病院（３月）
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

３月２日㈰ 宗 仁 会 病 院 取手市 0297-85-8341
９日㈰ 取 手 協 同 病 院 取手市 0297-74-5551
16日㈰ 取 手 医 師 会 病 院 取手市 0297-78-6111
20日㈷ 総合守谷第一病院 守谷市 0297-45-5111
23日㈰ 守 谷 慶 友 病 院 守谷市 0297-45-3311
30日㈰ 水海道さくら病院 常総市 0297-23-2223

小児科救急当番病院（３月）
日 病　院　名 所在地 連　絡　先

毎週水曜日 総合守谷第一病院 守谷市 0297-45-5111
水曜日以外 取 手 協 同 病 院 取手市 0297-74-5551

くみとり（３月）

日
曜
日

収　集　区　域
関東商事（株）

☎029-836-3007
（株）シイナクリーン

☎58-3566
１ 土 － －
２ 日 － －
３ 月 足高、戸茂、戸崎 東栗山、城中、伊丹、小張、高波、愛高、高野台

４ 火 根柄、久保、鎌田 福原、上島、中島、下島、小張、高波、愛高、高野台

５ 水 野堀、伊奈東 谷井田、山王新田、神住新田、出山、赤松、小島新田
６ 木 野堀、伊奈東 谷井田、山王新田、神住新田、出山、赤松、小島新田
７ 金 野堀、伊奈東 福田地区、出山、赤松、小島新田
８ 土 － －
９ 日 － －
10 月 狸穴、伊奈東 奉社、市野深、新戸、芦戸、谷口、高岡、大山
11 火 狸穴、伊奈東 奉社、市野深、新戸、芦戸、谷口
12 水 狸穴、伊奈東 奉社、市野深、新戸、芦戸、谷口
13 木 狸穴、伊奈東 上平柳、中平柳、下平柳
14 金 狸穴、伊奈東 弥柳、山谷、狸渕
15 土 － －
16 日 － －
17 月 大和田、伊奈東 弥柳、山谷、狸渕
18 火 大和田、伊奈東 長渡呂、長渡呂新田、青木
19 水 大和田、伊奈東 青古新田、豊体
20 木 － －
21 金 板橋 －
22 土 － －
23 日 － －
24 月 板橋 －
25 火 板橋 －
26 水 南太田 －
27 木 南太田 －
28 金 南太田 －
29 土 － －
30 日 － －
31 月 南太田 －

飼えなくなった犬猫の引取日
　日　　時　３月４日㈫
　　　　　　午後１時～１時20分
　場　　所　伊奈庁舎前駐車場
　問合せ先　伊奈庁舎生活環境課
　　　　　　☎ 58 - 2111（内線1123）

※谷和原地区のくみとりは、㈱シイナクリーン☎ 48‐2336

　になります。

つくばみらい市社会福祉協議会
心配ごと相談

　日　程
　 ３月４日㈫　法律相談（弁）…保健福祉センター
           11日㈫　法律相談（弁）…すこやか福祉館
　　    17日㈪　心配ごと相談…すこやか福祉館
 　　　　　　　　　　　　　　保健福祉センター
           18日㈫　法律相談（司）…保健福祉センター
　　　25日㈫　法律相談（弁）…すこやか福祉館

　法律相談（弁）
　　弁護士による相談（要予約）午後１時～４時
　心配ごと相談
　　相談員による相談　午後１時～３時
　予約・問合せ先
　　㈳つくばみらい市社会福祉協議会
　　　（すこやか福祉館内）
　　　☎ 57 - 0123

行政相談

　日　時　　３月13日㈭
　　　　　　午後１時30分～３時30分
　場　所　　谷和原保健福祉センター　会議室　

　　また、随時相談を受け付けています。
　問合せ先　行政相談委員

　　今
いま

川
がわ

和
かず

宏
ひろ

さん　☎ 52 - 2525　筒戸1749 - 1

　　相
あい

島
じま

　宏
ひろし

さん　☎ 58 - 0676　下平柳828 - 3

教育相談
　家庭教育や子育てに関すること・カウンセリ
ングなど何でも結構です。ご利用ください。
訪問相談のほか、電話相談も受け付けています。
　●伊奈公民館
　日　時　毎週木曜日　午前９時～正午

　　　　　☎ 57 - 0983（相談室直通）
　●小絹コミュニティセンター
　日　時　毎週火曜日　午前９時～午後５時

　　　　　☎ 52 - 7566（相談室直通）

　「道路の案内標識が見えにくい」「郵便ポストが

近くにない」など毎日の暮らしの中で、困ってい

ることはありませんか？ぜひご相談ください。
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水道漏水修理当番（３月）
　水道の故障、漏水修理などの場合は、次の市指定給水装置工事店が当番になっ
ていますので、直接ご連絡ください。

日 曜日
伊奈地区 谷和原地区

工事業者名 電話番号 工事業者名 電話番号
１ 土 ㈲坂本設備工業 58 - 0070 塚本建設工業㈱ 52 - 3681

２ 日 伊奈工業㈱ 58 - 6168 ㈱豊島産業 52 - 3335
３ 月 原信田建設㈱ 58 - 0018 ㈲福新設備工業 52 - 5011
４ 火 ㈲大久保水道工業 58 - 8177 ㈲川口商事 52 - 3286
５ 水 伊奈工業㈱ 58 - 6168 ㈲片見設備工業 52 - 5804
６ 木 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 常陸管工 52 - 5579
７ 金 いなほ工業㈱ 58 - 0382 谷原建設㈱ 52 - 2298
８ 土 松本工業㈱ 58 - 2187 谷口設備工業 52 - 2619
９ 日 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 常磐興業㈱ 52 - 2203
10 月 成島建設㈱ 58 - 1131 常総土木工業㈱ 52 - 5357
11 火 中村建設㈱ 58 - 1717 塚本建設工業㈱ 52 - 3681
12 水 ㈱山田組 58 - 2351 ㈱豊島産業 52 - 3335
13 木 ㈲坂本設備工業 58 - 0070 ㈲福新設備工業 52 - 5011
14 金 原信田建設㈱ 58 - 0018 ㈲川口商事 52 - 3286
15 土 ㈲大久保水道工業 58 - 8177 ㈲片見設備工業 52 - 5804
16 日 いなほ工業㈱ 58 - 0382 常陸管工 52 - 5579
17 月 伊奈工業㈱ 58 - 6168 谷原建設㈱ 52 - 2298
18 火 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 谷口設備工業 52 - 2619
19 水 いなほ工業㈱ 58 - 0382 常磐興業㈱ 52 - 2203
20 木 成島建設㈱ 58 - 1131 常総土木工業㈱ 52 - 5357
21 金 松本工業㈱ 58 - 2187 塚本建設工業㈱ 52 - 3681
22 土 成島建設㈱ 58 - 1131 ㈱豊島産業 52 - 3335
23 日 松本工業㈱ 58 - 2187 ㈲福新設備工業 52 - 5011
24 月 中村建設㈱ 58 - 1717 ㈲川口商事 52 - 3286
25 火 ㈱山田組 58 - 2351 ㈲片見設備工業 52 - 5804
26 水 ㈲坂本設備工業 58 - 0070 常陸管工 52 - 5579
27 木 原信田建設㈱ 58 - 0018 谷原建設㈱ 52 - 2298
28 金 ㈲大久保水道工業 58 - 8177 谷口設備工業 52 - 2619
29 土 伊奈工業㈱ 58 - 6168 常磐興業㈱ 52 - 2203
30 日 成島建設㈱ 58 - 1131 常総土木工業㈱ 52 - 5357
31 月 ㈱赤塚土木興業 58 - 6213 塚本建設工業㈱ 52 - 3681

火災・救急統計

●火災
　建 物
　車 両
　そ の 他
　 計
●救急
　交通事故
　急　　病
　そ の 他
　 計

１月分
　1件
　0件
1件
2件

　１月分
19件
94件
　27件
140件

２0年分
1件
　0件
1件
2件

　20年分
19件
94件
　27件
140件

３月の納税など
保 育 料　　　３ 月 分
児 童 ク ラ ブ　　　３ 月 分
水道使用料（伊　奈）　　　３ 月 分
水道使用料（谷和原）　　　小絹・十和
下 水 道 使 用 料　　　小 絹
農集排（伊　奈）　　　３ 月 分
農集排（谷和原）　　　２・３月分
コミプラ（伊　奈）　　　３ 月 分
住 宅 使 用 料　　　３ 月 分
地　代（伊　奈）　　　３ 月 分

　☆納期限は３月31日㈪です。

     

市
長
1
月
の
動
静
（
1
月
4
日
〜
1
月
31
日
）

　　

こ
こ
で
は
、
市
長
の
月
間
の
主
な
動
静
を
情
報

公
開
し
ま
す
。

4
日
㈮
＝
庁
議
、
御
用
始
め
式

７
日
㈪
＝
茨
城
県
庁
ほ
か
年
頭
あ
い
さ
つ

8
日
㈫
＝
メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
視
察

９
日
㈬
＝
メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
視
察

10
日
㈭
＝
明
日
の
茨
城
づ
く
り
を
め
ざ
す
新
春
の

　
　
　
　

集
い

11
日
㈮
＝
補
助
金
検
討
委
員
会

12
日
㈯
＝
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会

13
日
㈰
＝
出
初
式
、
成
人
式

15
日
㈫
＝
ひ
ま
わ
り
園
成
人
式
、
農
業
振
興
地
域

　
　
　
　

整
備
促
進
協
議
会

17
日
㈭
＝
霞
ヶ
浦
用
水
事
業
正
副
会
長
会
議
、
み

　
　
　
　

つ
ば
部
会
総
会

18
日
㈮
＝
た
こ
あ
げ
大
会
実
行
委
員
会

21
日
㈪
＝
高
年
ク
ラ
ブ
新
年
会
、
水
田
農
業
推
進

　
　
　
　

協
議
会
総
会

22
日
㈫
＝
常
総
衛
生
組
合
管
理
者
会
、
伊
奈
町
史

　
　
　
　

編
纂
委
員
会

23
日
㈬
＝
県
市
長
会

24
日
㈭
＝
常
総
広
域
事
務
組
合
管
理
者
会

25
日
㈮
＝
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
議
会

29
日
㈫
＝
入
札
、
利
根
川
水
系
県
南
水
防
事
務
組

　
　
　
　

合
管
理
者
会
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生
き
活
き
ク
ラ
ブ
を
開
催
し
ま
し
た

　

１
月
15
日
に
谷
和
原
公
民
館
に
お

い
て
、
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し

て
い
る
介
護
予
防
一
般
高
齢
者
施
策

「
生
き
活
き
ク
ラ
ブ
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

第
一
回
と
な
る
今
回
は
、
県
で
養

成
を
受
け
地
域
で
活
動
さ
れ
て
い

る
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士

が
、
介
護
予
防
の
重
要
性
を
説
明
し

な
が
ら
、「
い
き
い
き
ヘ
ル
ス
体
操
」・

「
い
き
い
き
ヘ
ル
ス
い
っ
ぱ
つ
体

操
」・「
え
ん
げ
体
操
」
な
ど
を
途
中

休
憩
を
入
れ
な
が
ら
約
１
時
間
30
分

に
わ
た
り
行
い
、
寒
さ
に
負
け
ず
に

20
人
の
参
加
者
が
寝
た
き
り
に
な
ら

な
い
身
体
づ
く
り
に
励
み
ま
し
た
。

　

４
月
以
降
も
再
度
参
加
者
を
募
集

し
て
い
く
予
定
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

よ
り
多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

◆問い合わせ先
　伊奈庁舎介護保険課　
　☎58－2111（内線1173）

◎開庁実施日時 

・谷和原庁舎：第１・第３日曜日（午前８時30分～正午）

・伊奈庁舎：第２・第４日曜日（午前８時30分～正午）

　※第５日曜日、年末年始は閉庁となります。

◎実 施 業 務

・住民関係：全部事項証明書（戸籍謄本）、個人事項証明書    
　　　　　　（戸籍抄本）、住民票謄・抄本、身分証明書、　
　　　　　　印鑑登録及び印鑑証明書などの発行
・税務関係：納税証明書、所得証明書、評価証明書、軽自
　　　　　　動車車検用納税証明書などの発行
・会計関係：市税、各種使用料、手数料など、（納付書持参
　　　　　　の場合のみ）の収納

４月から日曜日に一部の窓口業務を開始

※現在水曜日に実施している午後７時までの「窓口延長」は廃止になります

◆問い合わせ先
　伊奈庁舎市民窓口課　
　☎58－2111（内線1110 ～ 1117）
　伊奈庁舎税務課
　☎58－2111（内線1130 ～ 1137）

介
護
予
防
で
い
つ
ま
で
も
ハ
ツ
ラ
ツ
!!

(平成２０年４月より実施)
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市の花市の花
なのはななのはな

市の木市の木
さくらさくら

市の鳥市の鳥
ひばりひばり

つくばみらいの

学校紹介
第９回～福岡小学校～

自ら進んで学び　心豊かにたくましく生きる児童を育成する

　本校では、小規模校（児童数103人）の利点を生かし

ながら「自ら進んで学び　心豊かにたくましく生きる児

童を育成する」の教育方針のもとに、「全職員で全児童を

担任する」を合言葉に日々の教育活動を展開しています。

　本年度は、特に７つの数値目標を掲げ教育目標実現の

ため努力しているところです。具体的には、右記のよう

な取り組みを展開中です。

○「文字力テスト」「計算力テスト」の合格率　80％
○１年間に50冊以上本を読んだ児童の割合(４～６年)　75％
○「体力テスト総合評価ＡまたはＢ」の児童の割合　60%
○う歯を治療している児童の割合　65%
○学校公開日　年３回
○早寝、早起きの習慣が身についている児童の割合　70%
○朝ごはんをきちんと食べて登校する児童の割合　85%

　また、本校では地域とともに歩む教育に重点を置き、その充実に向けた施策を展開しています。その一例を紹
介します。

　福岡地区には、古くから伝わる「福岡盆踊り・福岡太鼓」があります。

１・２年生は夏休み前に学校で保存会の方に踊りを教えてもらいま

した。そのおかげで８月15日に大楽寺で行われる盆踊りでは楽しく

踊ることができました。また、３年生は10月１日から週に２回、保

存会の方に太鼓やかね、踊りの指導を受け、11月４日に行われた福

岡秋まつりで盛大に発表することができました。また、11月30日に、

県の芸術祭合唱合奏大会の合奏の部で４～６年による和洋合奏「ソー

ラン節　福岡バージョン」を演奏し、福岡太鼓を披露しました。

←　１　福岡盆踊り

２　福岡堰全校クリーン作戦　　→
　年に２回、福岡堰全校クリーン作戦を行っています。

10月18日に行われたクリーン作戦では、１・２年生は学校周辺、３年生

以上は、水門、小貝川の土手および水辺プラザ周辺の清掃活動をしました。

　子どもたち、職員および参加した保護者の皆さん全員が、さわやかな

汗を流しながら、ゴミ拾いを行いました。

　12月６日老人介護施設「グループホームにこにこ」を５年生21人、６年生16人

で訪問しました。本校で取り組む「思いやりのある児童」をめざしたボランティ

ア活動の一環として行いました。ホームでは、おじいちゃんやおばあちゃんと一

緒に、クリスマスリースを作ったり、歌を歌ったり合奏をしたりしました。子ど

もたちの気持ちが伝わって、みんな笑顔の楽しいひとときを過ごしました。

←　３　にこにこホーム訪問


